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１

◇
今
後
の
主
要
（
関
連
）
行
事
予
定
◇

６
月
２
日
（
木
）
正
副
会
長
・
部
長
会
議（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）

６
月
15
日
（
水
）
第
３
５
０
回
理
事
会
（
〃
）

７
月
４
日
（
月
）
第
62
回
通
常
総
会
・
令
和
四
年
度

　
　
　
　
　
　
　

全
国
大
会
・
懇
親
会
、
軽
井
沢
町

　
　
　
　
　
　
　

軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル　

ウ
エ
ス
ト

２０２２年（令和４年）６月１日（水曜日）全 管 連 ニ ュ ー ス（第三種郵便物認可）第７６９号（　）

　

十
月
下
旬
に
行
わ
れ
て
い

る
給
水
装
置
工
事
主
任
技
術

試
験
の
解
答
速
報
を
、
本
会

は
翌
日
に
は
作
成
し
、
会
員

に
送
信
し
て
い
る
。
ま
た
、

機
関
誌
「
全
管
連
ジ
ャ
ー
ナ

ル
」
十
二
、一
月
号
に
解
説
・

解
答
を
掲
載
し
て
い
る
。
解

答
作
成
に
は
本
会
技
術
参
与

の
四
人
掛
か
り
で
も
、
五
時

間
は
必
要
で
あ
る
。
◆
そ
の

訳
は
、
全
問
正
解
と
な
る
裏

付
け
を
「
給
水
装
置
工
事
技

術
指
針
２
０
２
０
」
か
ら
拾

い
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。昨
年
の
試
験
問
題
36（
給

水
装
置
工
事
事
務
論
）
は
、

労
働
安
全
衛
生
法
上
の
酸
素

欠
乏
危
険
場
所
で
作
業
す
る

場
合
の
事
業
者
の
措
置
に
関

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
選
択

肢
は
基
本
的
な
も
の
で
あ
っ

た
が
、
出
典
は
技
術
指
針
に

無
く
、
酸
素
欠
乏
症
等
防
止

規
則
で
難
し
か
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
◆
本
番
の
試
験
時

間
は
、
学
科
試
験
１
（
四
十

問
）
が
一
時
間
三
十
分
、
学

科
試
験
２
（
二
十
問
）
が
一

時
間
、
合
計
二
時
間
三
十
分

し
か
な
い
。
合
格
に
は
、
全

科
目
六
〇
点
中
四
〇
点
以
上

で
、
各
試
験
科
目
に
は
最
低

得
点
数
が
決
め
ら
れ
て
い

る
。
分
か
ら
な
い
箇
所
で
手

間
取
っ
て
い
る
場
合
で
は
な

い
。
解
け
る
問
題
か
ら
手
を

つ
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
水
道
法

施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
（
案
）
等
の
内
容
に
つ

い
て
、
令
和
四
年
三
月
二
十

四
日
か
ら
約
一
か
月
間
実
施

し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
五
月

二
十
七
日
、
「
水
道
法
施
行

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
」
等
を
公
布
し
た
。

　

政
令
の
施
行
に
伴
い
、
給

水
装
置
主
任
技
術
者
試
験
の

受
験
手
数
料
は
一
万
六
千
八

百
円
か
ら
二
万
千
三
百
円
に

改
定
さ
れ
た
。
平
成
九
年
度

の
試
験
開
始
以
来
、
初
の
値

上
げ
と
な
る
。
背
景
に
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
係
る
試
験
会
場
費

用
等
の
増
加
に
よ
り
赤
字
収

支
が
続
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　

な
お
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影

響
に
よ
り
令
和
三
年
度
に
受

験
手
数
料
を
改
定
し
た
同
省

管
轄
の
国
家
資
格
に
は
介
護

福
祉
士
、
社
会
福
祉
士
、
社

会
保
険
労
務
士
等
が
あ
る
。

令
和
５
年
度
水
道
施
設
整
備
費
に

係
る
歩
掛
表

全管連

水
道
本
管
布
設
作
業
に
携
わ
る
配
管
工
の

労
務
単
価
の
引
き
上
げ
等
を
要
望

　

全
管
連
は
、
五
月
十
二
日

付
け
で
（
一
社
）
日
本
水
道

工
業
団
体
連
合
会
経
由
で
厚

生
労
働
省
に
表
記
検
討
に
関

す
る
改
定
要
望
書
を
提
出
し

た
。
同
要
望
書
は
（
一
社
）

日
本
水
道
工
業
団
体
連
合
会

を
通
じ
て
厚
生
労
働
省
に
提

出
さ
れ
た
。
本
会
の
改
定
要

望
項
目
は
次
の
と
お
り
。

１
．
水
道
配
水
管
工
事
に
携

わ
る
配
管
工
の
設
計
労
務
単

価
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
理
由
）
水
道
工
事
に
従
事

す
る
配
管
工
の
設
計
労
務
単

価
に
つ
い
て
は
、
国
交
省
が

示
し
て
い
る
公
共
工
事
設
計

労
務
単
価
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
配
管
工
に

つ
い
て
は
建
築
物
の
配
管
工

事
に
係
る
も
の
が
多
い
と
考

え
ら
れ
、
水
道
事
業
体
が
発

注
す
る
水
道
配
水
管
工
事
に

携
わ
る
技
能
者
の
労
務
費
、

給
与
に
設
計
労
務
単
価
が
反

映
で
き
て
い
な
い
可
能
性
が

あ
る
。

　

ま
た
、
本
会
が
行
っ
た
配

水
管
工
事
に
携
わ
る
技
能
者

の
賃
金
調
査
に
お
い
て
、
水

道
配
水
管
工
／
配
管
工
の
比

率
を
平
均
す
れ
ば
、
一
・
〇

三
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
水
道
配
水
管
工

事
に
従
事
す
る
者
に
は
、
日

水
協
配
水
管
工
技
能
者
の
資

格
者
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る

水
道
事
業
体
が
多
く
、
当
該

資
格
は
、
国
土
交
通
省
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

の
能
力
評
価
基
準
に
お
い
て

も
レ
ベ
ル
３
に
位
置
付
け
ら

れ
て
お
り
、
配
管
工
全
体
の

中
で
も
上
位
に
位
置
す
る
。

　

な
お
、
下
水
道
工
事
の
歩

掛
り
に
お
い
て
は
、
配
管
工

で
は
な
く
、
よ
り
労
務
単
価

の
高
い
土
木
一
般
世
話
役
、

特
殊
作
業
員
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
水
道
施

設
整
備
費
の
積
算
に
お
け
る

配
管
工
労
務
単
価
に
つ
い
て

は
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
（
配
管
工
）
の
三
％
増
し

の
値
を
用
い
る
こ
と
と
さ
れ

た
い
。

２
．
水
道
工
事
に
お
け
る
小

規
模
な
本
復
旧
の
歩
掛
設
定

（
理
由
）
国
交
省
が
定
め
て

い
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
歩

掛
表
は
、
工
事
規
模
が
大
き

く
障
害
の
な
い
新
設
工
事
を

前
提
に
一
日
当
た
り
の
日
進

量
を
定
め
、
単
価
を
設
定
し

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

国
土
交
通
省
の
積
算
基
準
を

適
用
し
て
工
事
見
積
額
を
作

成
す
る
と
、
水
道
局
積
算
額

を
大
き
く
上
回
っ
て
し
ま

う
。

　

理
由
と
し
て
、
国
交
省
の

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
歩
掛
は

工
事
規
模
が
大
き
く
、
障
害

の
な
い
新
設
工
事
を
前
提
に

一
日
当
た
り
の
日
進
量
を
定

め
て
単
価
を
設
定
し
て
い
る

が
、
水
道
工
事
に
お
け
る
小

規
模
な
本
復
旧
の
場
合
、
市

内
の
交
通
規
制
等
に
よ
る
制

約
を
受
け
る
た
め
、
国
交
省

の
日
進
量
に
大
き
く
足
ら
な

い
現
場
も
あ
り
、
そ
の
場
合

は
出
来
高
に
応
じ
た
割
増
が

で
き
る
よ
う
、
備
考
に
付
記

し
て
頂
き
た
い
。

３
．
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
（
融

着
接
合
）
の
歩
掛
改
定
に
つ

い
て

（
理
由
）
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

の
融
着
接
合
は
、
硬
質
ポ
リ

塩
化
ビ
ニ
ル
管
の
施
工
手
順

と
比
較
す
る
と
、
コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
ー
の
準
備
や
冷
却
な
ど

の
手
間
と
時
間
が
よ
り
か
か

る
。
ま
た
、
雨
天
時
に
は
テ

ン
ト
の
設
置
が
必
要
と
な
り

さ
ら
に
時
間
を
要
す
る
。
な

お
、
本
会
が
調
査
し
た
施
工

時
間
の
比
較
（
一
〇
〇
Ａ
）

に
よ
る
と
、
施
工
時
間
に
し

て
約
五
倍
程
の
差
が
見
受
け

ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
管
（
融
着
接
合
）
の

現
在
の
歩
掛
は
、
硬
質
ポ
リ

塩
化
ビ
ニ
ル
管
の
歩
掛
と
ほ

ぼ
同
じ
と
な
っ
て
お
り
、
現

状
と
見
合
っ
て
い
な
い
。
そ

の
た
め
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

（
融
着
接
合
）
の
歩
掛
を
、

現
状
か
ら
約
五
倍
程
度
へ
と

改
定
し
て
頂
き
た
い
。

４
．
工
事
の
一
時
中
止
に
伴

う
増
加
費
用
等
に
お
け
る
積

算
基
準
の
整
備
に
つ
い
て

（
理
由
）
国
土
交
通
省
で
は

土
木
工
事
・
業
務
の
積
算
基

準
に
お
い
て
、
工
期
と
連
動

し
た
間
接
工
事
費
設
定
と
し

て
、
工
事
の
一
時
中
止
に
伴

う
増
加
費
用
な
ど
の
積
算
が

以
下
の
通
り
改
定
さ
れ
た
。

①
一
時
中
止
に
伴
う
増
加
費

用
等
の
積
算
の
基
準
は
整
備

さ
れ
て
い
る
が
、
一
時
中
止

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
受

注
者
に
責
任
が
無
い
中
で
工

期
を
延
期
し
た
場
合
（
天
候

要
因
等
の
場
合
）
の
積
算
基

準
を
整
備
。

②
施
工
実
態
に
即
し
て
、
算

定
方
式
の
係
数
を
見
直
す
。

＊
発
注
時
に
天
候
要
因
に
よ

る
休
日
日
数
を
条
件
明
示
す

る
。

　

そ
の
た
め
、
厚
生
労
働
省

の
水
道
施
設
整
備
費
に
係
る

歩
掛
表
に
お
い
て
も
同
様
に

整
備
し
て
頂
き
た
い
。

５
．
現
場
管
理
費
率
の
補
正

係
数
の
見
直
し
に
つ
い
て

（
理
由
）
近
年
、
天
候
の
状

況
が
従
来
と
大
き
く
変
わ

り
、
大
雪
に
見
舞
わ
れ
る
こ

と
が
多
く
な
り
、
特
に
地
方

に
お
い
て
影
響
が
大
き
く
な

っ
て
き
た
。

　

現
行
の
現
場
管
理
費
に
お

い
て
除
雪
に
係
る
経
費
は
寒

冷
地
補
正
と
し
て
見
込
ま
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
断
続
的
か
つ

急
激
な
降
雪
に
よ
り
大
雪
災

害
対
策
本
部
等
が
設
置
さ
れ

る
よ
う
な
場
合
に
お
い
て

は
、
工
事
現
場
に
お
け
る
除

雪
に
係
る
経
費
も
大
き
く
な

る
た
め
、
そ
の
場
合
の
追
加

費
用
を
見
込
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
備
考
に
付
記
を
お
願

い
し
た
い
。

　

な
お
、
令
和
五
年
度
水
道

施
設
整
備
費
に
係
る
歩
掛
表

要
望
の
詳
細
は
、
全
管
連
ジ

ャ
ー
ナ
ル
七
月
号
に
掲
載
予

定
で
す
。

第
62
回
通
常
総
会
・
全
国
大
会
・
懇
親
会
の
ご
案
内

７
月
４
日
（
月
）
軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル　

ウ
エ
ス
ト

　

12
時　
　
　
　

受
付

　

14
時　
　
　
　

第
62
回
通
常
総
会

　

15
時
30
分　
　

全
国
大
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

18
時
30
分

　　　　

懇
親
会

水
道
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
に
つ
い
て

厚労省

１
、
日
時　

令
和
四
年
七

月
四
日
（
月
）（
受
付
正

午
〜
）

○
通
常
総
会　

午
後
二
時

〜
三
時
十
五
分
。

○
全
国
大
会　

午
後
三
時

三
十
分
〜
四
時
三
十
分
。

○
懇
親
会　

午
後
六
時
三

十
分
〜
八
時
三
十
分
。

２
、
場
所

　

軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル　

ウ
エ
ス
ト
（
長
野
県

北
佐
久
郡
軽
井
沢
町
大
字

軽
井
沢
一
〇
一
六
―
八

七
）

※
出
席
者
の
本
調
査
を
実

施
中
で
す
（
詳
細
は
二
面

に
掲
載
）。

◇
第
62
回
通
常
総
会
・
全
国
大
会
◇

―　

７
月
４
日（
月
）軽
井
沢
に
お
い
て
開
催　

―

１

◇
今
後
の
主
要
（
関
連
）
行
事
予
定
◇

８
月
１
日
（
土
）
全
管
連
青
年
部
協
議
会
通
常
総
会（
青
森
）

８
月
20
日
（
木
）
第
３
２
３
回
理
事
会

８
月
26
日
（
水
）
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
富
山
）

９
月
16
日
（
水
）
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
高
知
）

10
月
１
日
（
木
）
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
岐
阜
）

年間購読料：2,500円
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通
常
総
会
・
全
国
大
会
・
懇
親
会
　
　
　
　
　
３
～
６
面

水
道
整
備
促
進
全
国
決
起
集
会
　
　
　
　
　
　
　
　
２
面

平
成
二
十
七
年
度
登
録
配
管
基
幹
技
能
者
講
習
　
　
５
面

平
成
二
十
七
年
国
土
交
通
大
臣
表
彰
　
　
　
　
　
　
６
面

　　　　　

　　
第55回通常総会　平成2７年度全国大会

―  平成2７年７月８日・宇都宮市　―

４
議
案
を
原
案
ど
お
り
議
決

国
交
省
土
地
・
建
設
産
業
局

　
建
設
市
場
整
備
課
企
画
専
門
官

厚
労
省
健
康
局
水
道
課
長
　
　
　
　

福
田
栃
木
県
知
事

佐
藤
宇
都
宮
市
長
　

川
崎
水
道
議
連
会
長
　
ご
臨
席

国
土
交
通
省
の

仲
嶋
企
画
専
門
官

厚
生
労
働
省
の

宮
崎
水
道
課
長

挨拶を行う大澤会長
　
本
会
の
第
五
十
五
回
通
常

総
会
・
平
成
二
十
七
年
度
全

国
大
会
が
七
月
八
日
に
栃
木

県
宇
都
宮
市
の
ホ
テ
ル
東
日

本
宇
都
宮
に
お
い
て
、
国
土

交
通
省
土
地
・
建
設
産
業
局

建
設
市
場
整
備
課
の
仲
嶋
幹

雄
企
画
専
門
官
、
厚
生
労
働

会
長
に
大
澤
規
郎
氏
を
再
任自民党水道議連

水
道
議
連
会
長
の
川
崎
二
郎

衆
議
院
議
員
・
日
本
水
道
協

会
の
尾
﨑
勝
理
事
長
か
ら
来

賓
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
大
会
議
事
で
は
、
三
つ
の

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ

れ
た
。

　
大
会
終
了
後
、
地
元
主
催

に
よ
る
懇
親
会
で
は
、
宇
都

宮
名
物
で
あ
る
ジ
ャ
ズ
の
生

演
奏
を
楽
し
み
な
が
ら
の
会

食
が
行
わ
れ
た
。

　
翌
九
日
の
ゴ
ル
フ
大
会
、

一
泊
二
日
の
川
治
温
泉
の
記

念
旅
行
に
も
多
数
の
参
加
者

を
数
え
る
な
ど
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
で
の
総
会
・
大
会
及

び
関
連
行
事
は
、
全
て
の
行

事
を
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

　
本
総
会
・
大
会
等
の
開
催

に
当
た
っ
て
は
、
栃
木
県
管

工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
の

黒
澤
会
長
を
は
じ
め
地
元
役

職
員
の
皆
様
並
び
に
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
の
関
係
各
位
に
ご
尽

力
を
頂
い
た
。（
詳
細
は
三

面
か
ら
六
面
に
掲
載
）

省
の
宮
崎
正
信
水
道
課
長
、

福
田
富
一
栃
木
県
知
事
、
佐

藤
栄
一
宇
都
宮
市
長
を
は
じ

め
多
数
の
来
賓
の
方
々
の
臨

席
の
も
と
、
全
国
の
本
会
会

員
団
体
及
び
賛
助
会
員
等
、

約
七
百
名
の
参
加
を
も
っ
て

執
り
行
わ
れ
た
。

　
総
会
に
お
い
て
は
、
四
つ

の
議
案
が
原
案
通
り
議
決
さ

れ
、
第
四
号
議
案
の
役
員
選

挙
の
件
で
は
第
二
十
九
期
の

理
事
九
十
五
名
、
監
事
六
名

が
選
任
さ
れ
た
。

　
新
役
員
に
よ
る
第
三
百
二

十
二
回
理
事
会
に
お
い
て
、

埼
玉
県
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
会
長
の
大
澤
規
郎
氏

が
会
長
に
再
任
さ
れ
た
。

　
全
国
大
会
に
お
い
て
は
、

開
催
地
代
表
挨
拶
と
し
て
、

栃
木
県
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
の
黒
澤
敏
男
会
長
の

歓
迎
の
挨
拶
、功
労
者
表
彰
、

国
土
交
通
大
臣
・
厚
生
労
働

省
健
康
局
長
・
福
田
栃
木
県

知
事
・
佐
藤
宇
都
宮
市
長
・

水
道
整
備
促
進
全
国
決
起
集
会

水
道
関
係
者
四
百
名
が
出
席

決
議
案
を
採
択
、
厚
労
副
大
臣
へ
手
渡
す

　
自
民
党
の

水
道
事
業
促

進
議
員
連
盟

（
川
崎
二
郎

会
長
）
が
主

催
す
る
「
水

道
整
備
促
進

全
国
決
起
集

平成27年度全国大会　スローガン決議
一、�実効的な災害ネットワークの構築で大規模災害に備えよう
一、�改正品確法で次世代の担い手を育成・確保しよう
一、水道の安心・安全の実現に向けて指定店制度の改善を目指そう

会
」
が
七
月
十
五
日
に
東

京
・
永
田
町
の
衆
議
院
第
一

議
員
会
館
で
開
催
さ
れ
、
平

成
二
十
八
年
度
水
道
事
業
予

算
等
に
関
す
る
決
議
を
採
択

し
た
。

　
水
道
予
算
の
確
保
に
向
け

た
水
道
議
連
に
よ
る
初
め
て

の
決
起
集
会
は
、
日
本
水
道

協
会
、
日
本
簡
易
水
道
協
議

会
、
全
管
連
、
日
本
水
道
工

業
団
体
連
合
会
と
の
共
催

で
、
水
道
議
連
所
属
の
国
会

議
員
の
先
生
方
を
は
じ
め
、

四
百
名
が
出
席
し
た
。

　
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
川
崎
会
長
が
挨
拶
。「
平

成
十
一
年
以
降
、
三
千
億
円

近
く
あ
っ
た
水
道
予
算
が
毎

年
減
り
続
け
て
、
今
年
は

三
百
億
円
余
、
来
年
も
厳
し

永岡厚労副大臣に決議
文を手渡す川崎会長

い
状
況
。
財
政
状
況
を
理
由

に
施
設
の
更
新
・
耐
震
化
を

先
送
り
す
る
こ
と
は
、
国
や

地
方
の
将
来
を
損
な
う
こ

と
と
な
る
。
水
道
議
連
の

百
六
十
七
名
の
同
志
に
は
そ

の
こ
と
を
共
鳴
い
た
だ
い
て

い
る
。
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
て
、
こ
う
し
た
現
状
を
訴

え
、
十
二
月
の
予
算
編
成
ま

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」

と
水
道
界
一
体
と
な
っ
た
連

携
を
呼
び
か
け
た
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
健
康

局
の
宮
崎
正
信
水
道
課
長
が

水
道
予
算
の
状
況
を
説
明
。

「
二
十
七
年
度
は
議
連
の
先

生
方
の
お
力
添
え
に
よ
り
当

初
予
算
が
五
十
億
円
増
え
た

が
、
十
分
と
は
言
え
な
い
。

来
年
度
は
大
幅
な
予
算
確
保

を
お
願
い
し
た
い
。」
と
訴

え
た
。

　
決
議
文
は
、
集
会
に
出
席

し
た
永
岡
桂
子
厚
生
労
働
副

大
臣
に
川
崎
会
長
が
手
渡
し

た
。
最
後
は
集
会
の
成
果
を

期
し
、
田
村
憲
久
前
厚
生
労

働
大
臣
の
「
頑
張
ろ
う
」
コ

ー
ル
で
締
め
、
決
起
集
会
は

終
了
し
た
。

　
な
お
、
十
七
日
に
川
崎
会

長
及
び
盛
山
正
仁
幹
事
長
が

塩
崎
恭
久
厚
労
大
臣
、
財
務

省
主
計
局
、
自
民
党
・
稲
田

政
調
会
長
に
本
決
議
に
係
る

要
請
活
動
を
行
っ
た
。（
詳

細
は
二
面
参
照
）

改正品確法で次世代の担い手育成を推進



２２０２２年（令和４年）６月１日（水曜日） 全 管 連 ニ ュ ー ス （第三種郵便物認可） 第７６９号 （　）

春 の 叙 勲

本　正幸氏

　

令
和
四
年
春
の
叙
勲
受
章

者
が
四
月
二
十
九
日
付
で
発

表
さ
れ
、
二
百
九
十
六
名
が

旭
日
双
光
章

松
𠩤　

兼
一
氏

瑞
宝
単
光
章

本　
　

正
幸
氏

係
で
は
、
五
名
が
受
章
さ
れ

た
。　

　

国
土
交
通
省
関
係
の
伝
達

式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中

止
と
な
っ
た
。

　

受
章
さ
れ
た
本
会
関
係
者

の
方
々
の
略
歴
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
旭
日
双
光
章

　
松
𠩤
　
兼
一
氏

　

会
社
住
所
・
福
島
県
い
わ

き
市
、
福
島
県
管
工
事
協
同

組
合
連
合
会
元
理
事
、
い
わ

き
管
工
事
協
同
組
合
元
理

事
、
三
共
設
備
（
株
）
代
表

取
締
役
。

○
瑞
宝
単
光
章

　

本
　
正
幸
氏
（
全
管
連
推

瑞
宝
単
光
章

菅
原　

徹
郎
氏

春 の 褒 章

鹿
野　

淳
一
氏

黄
綬
褒
章

　

令
和
四
年
春
の
国
家
褒
章

受
章
者
が
四
月
二
十
九
日
付

で
発
表
さ
れ
、本
会
推
薦
で
、

の
清
原
健
志

氏
が
管
工
事

業
の
業
務
精

励
の
功
績
に

よ
り
、
黄
綬

褒
章
を
受
章

さ
れ
た
。

　

国
土
交
通

省
関
係
の
伝

達
式
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に

７
月
４
日
（
月
）

軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
開
催
へ

瑞
宝
単
光
章

杉
本　

省
三
氏

薦
）

　

会
社
住
所
・
兵
庫
県
三
田

市
、（
株
）
山
本
工
作
所 

代

表
取
締
役
。

　

吉
崎
　
克
信
氏
（
全
管
連

推
薦
）

　

会
社
住
所
・
徳
島
県
徳
島

市
、（
株
）
吉
崎
設
備
工
業 

課
長
。

　

菅
原
　
徹
郎
氏　

　

会
社
住
所
・
秋
田
県
秋
田

市
、
羽
後
設
備
（
株
）
工
務

部
特
任
工
事
長
兼
品
質
保
証

室
長
。

　

杉
本
　
省
三
氏

　

会
社
住
所
・
兵
庫
県
神
戸

市
、
三
神
工
業
（
株
）
常
務

取
締
役
。

受
章
の
栄
に
浴

し
た
。
本
会
関

本
会
理
事
・
事
業
部
長
で
山

形
県
連
会
長
の
鹿
野
淳
一

氏
、
ま
た
熊
本
県
連
副
会
長

瑞
宝
単
光
章

吉
崎　

克
信
氏

◇
第
62
回
通
常
総
会
・
令
和
４
年
度
全
国
大
会
◇

松𠩤兼一氏

菅原徹郎氏

吉崎克信氏

杉本省三氏

令
和
３
年
度
「
働
き
方
改
革

に
お
け
る
週
休
二
日
制
、
専

門
工
事
業
の
適
正
な
評
価
に

関
す
る
調
査
結
果
」
を
Ｈ
Ｐ

に
公
表 

建
専
連

　
（
一
社
）
建
設
産
業
専
門

団
体
連
合
会
（
岩
田
正
吾
会

長
）
は
、（
公
財
）
建
設
業

福
祉
共
済
団
の
協
力
を
得
て

標
記
報
告
書
を
取
り
ま
と

め
、
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://kensenren.

or.jp/jigyo/research.

htm
l

）
に
公
表
し
た
。

　

専
門
工
事
業
に
お
け
る
週

休
二
日
制
の
推
進
や
建
設
技

能
者
の
処
遇
改
善
・
適
正
評

価
等
を
実
現
し
て
い
く
た
め

の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
令
和
三
年
十
月

二
十
五
日
か
ら
十
一
月
二
十

九
日
の
期
間
、
建
専
連
正
会

員
（
三
十
四
団
体
）
を
通
じ
、

各
団
体
加
盟
企
業
に
調
査
票

を
配
布
し
、
八
百
六
十
五
件

の
有
効
回
答
を
得
た
。

　

働
き
方
改
革
に
お
け
る
週

休
二
日
制
や
専
門
工
事
業
の

適
正
な
評
価
等
に
係
る
項
目

に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
同
連
合
会
で
は
、
国
土

交
通
省
な
ど
行
政
側
と
業
界

団
体
側
の
協
力
に
よ
っ
て
ダ

ン
ピ
ン
グ
防
止
や
担
い
手
不

足
の
解
消
、
働
き
方
改
革
の

実
現
に
向
け
た
諸
施
策
が

次
々
と
打
ち
出
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
の
取
組
は
ま
だ

道
半
ば
で
あ
り
今
後
さ
ら
に

推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
し
て
い
る
。　

清
原　

健
志
氏

黄
綬
褒
章

清原健志氏 鹿野淳一氏

よ
り
中
止
と
な
っ
た
。

　

受
章
さ
れ
た
鹿
野
氏
、
清

原
氏
の
略
歴
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
黄
綬
褒
章

　
鹿
野
　
淳
一
氏
（
全
管
連

推
薦
）

　

会
社
住
所
・
山
形
県
山
形

市
、
全
国
管
工
事
業
協
同
組

合
連
合
会
理
事
、
山
形
県
管

工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
会

長
、
山
形
市
管
工
事
協
同
組

合
理
事
長
、（
株
）
山
形
企

業 

代
表
取
締
役
。

　

清
原
　
健
志
氏

　

会
社
住
所
・
熊
本
県
熊
本

市
、
熊
本
県
管
工
事
業
組
合

連
合
会
副
会
長
、
熊
本
市
管

工
事
協
同
組
合
副
理
事
長
、

（
有
）
清
原
商
会　

代
表
取

締
役
社
長
。

□
賛
助
会
員
・
新
加
入

◎
（
株
）
ク
ボ
タ
建
設
（
代

表
取
締
役
社
長
・
内
田
睦
雄

氏
）

　

業
種　

土
木
工
事
業
・
建

築
工
事
業
・
管
工
事
業
・
水

道
施
設
工
事
業
等
。

　

住
所 

〒
五
五
六
―
八
六

〇
一　

大
阪
市
浪
速
区
敷
津

東
一
―
二
―
四
七
、
電
話
〇

六
―
四
三
九
六
―
二
三
一

〇
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

https://w
w
w
.kubota-

const.co.jp/

◎
（
株
）
建
築
資
料
研
究
社

（
代
表
取
締
役
社
長
・
馬
場

栄
一
氏
）

　

業
種　

日
建
学
院
の
展
開

の
他
、
建
設
業
界
を
中
心
と

し
た
関
連
書
籍
や
資
料
の
制

作
、
情
報
の
受
発
信
等
。

　

住
所 

〒
一
七
一
―
〇
〇

一
四　

東
京
都
豊
島
区
池
袋

二
―
三
八
―
一
日
建
学
院
ビ

ル
六
階
、
電
話
〇
三
―
三
九

八
八
―
四
七
一
一
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ https://w

w
w
.

ksknet.co.jp
/ind
ex.

aspx

◎
（
株
）
フ
ソ
ウ
（
代
表
取

締
役
社
長
執
行
役
員
・
角
　

尚
宜
氏
）

　

業
種　

上
下
水
道
資
材
の

販
売
、塗
覆
装
鋼
管
の
製
造
、

上
下
水
道
施
設
の
設
計
・
施

工
。

　

住
所 

〒
一
〇
三
―
〇
〇

二
二　

東
京
都
中
央
区
日
本

橋
室
町
二
―
三
―
一
、
電
話

〇
三
―
六
八
八
〇
―
二
一
一

六
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp
s
:/
/
fu
s
o
-in
c
.

co.jp/ 賛
助
会
員

低
廉
な
掛
金
で
労
災
・

工
事
に
起
因
す
る
リ
ス

ク
を
包
括
保
障

全
管
連
の

　団
体
保
障
制
度

・
法
定
外
労
働
災
害
補
償
制
度

・
管
工
事
賠
償
補
償
制
度

　

本
会
の
第
六
十
二
回
（
令

和
四
年
度
）
通
常
総
会
・
理

事
会
・
全
国
大
会
及
び
記
念

旅
行
等
の
関
連
行
事
は
北
信

越
ブ
ロ
ッ
ク
の
長
野
県
水
道

工
事
業
協
同
組
合
連
合
会

（
会
長
・
山
崎
正
寛
氏
）
が

担
当
し
、
来
る
七
月
四
日

（
月
）
に
長
野
県
軽
井
沢
町

の
「
軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル　

ウ
エ
ス
ト
」
に
お
い
て

開
催
さ
れ
る
。

　

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い

て
は
、
全
国
か
ら
訪
れ
る
ご

来
賓
、
参
加
者
を
迎
え
る
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　

長
野
県
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
新
規
陽
性
者
数
増
加

に
よ
る
感
染
警
戒
が
レ
ベ
ル

五
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
全
国
か
ら
訪
れ
る
皆

様
の
安
全
を
第
一
に
考
慮

し
、
感
染
症
対
策
を
十
分
に

実
施
し
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
確
保
し
て
行
わ
れ

る
。
総
会
、
大
会
等
の
日
程

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
全
管
連
で
は
総
会

等
関
連
行
事
の
円
滑
な
準
備

運
営
を
図
る
た
め
、
所
属
組

合
を
通
じ
て
出
席
者
の
本
調

査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◇
第
六
十
二
回
通
常
総
会
・

全
国
大
会
・
懇
親
会
◇

１
、
日
時　

令
和
四
年
七
月

四
日
（
月
）（
受
付
正
午
〜
）

○
通
常
総
会　

午
後
二
時
〜

三
時
十
五
分
。

○
全
国
大
会　

午
後
三
時
三

十
分
〜
四
時
三
十
分
。

○
懇
親
会　

午
後
六
時
三
十

分
〜
八
時
三
十
分
。

２
、
場
所

　

軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル　

ウ
エ
ス
ト
（
長
野
県
北
佐
久

郡
軽
井
沢
町
大
字
軽
井
沢
一

〇
一
六
―
八
七
、
電
話
〇
二

六
七
―
四
二
―
一
一
一
一
）

総
会
・
大
会
会
場　

国
際
会

議
場
「
浅
間
」、
懇
親
会
会

場　

メ
イ
ン
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ

ー
ル
「
長
野
」。

３
、
会
費　

　

一
人
三
万
円
、
夫
人
同
伴

の
場
合
二
人
で
四
万
五
千
円

（
い
ず
れ
も
税
込
み
）。総
会
、

全
国
大
会
、
懇
親
会
は
セ
ッ

ト
に
な
っ
て
お
り
ま
す
（
宿

泊
費
は
別
途
料
金
）。

◇
記
念
イ
ベ
ン
ト
◇

１
、
記
念
旅
行

〈
七
月
五
日
（
火
）〉

　

軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

↓
別
所
温
泉　

北
向
き
観
音

↓
戸
隠
神
社
（
中
社
、奥
社
）

参
拝
・
昼
食
↓
善
光
寺
↓
上

山
田
温
泉
清
風
園
（
泊
）

〈
七
月
六
日
（
水
）〉

　

清
風
園
↓
長
野
駅

①
旅
行
代
金　

　

料
金
に
は
二
日
間
の
バ
ス

代
、
五
日
の
昼
食
代
、
保
険

代
、
税
・
サ
ー
ビ
ス
料
を
含

み
ま
す
。

　

三
名
〜
四
名
一
室
で
一
名

に
つ
き
三
万
七
千
円
、
二
名

一
室
で
一
名
に
つ
き
四
万

円
。

※
一
名
一
室
利
用
は
施
設
利

用
の
関
係
上
、
設
定
無
。

２
、
ゴ
ル
フ
大
会

①
日
時　

七
月
五

日
（
火
）、
九
時

ス
タ
ー
ト

②
場
所　

軽
井
沢

７
２
ゴ
ル
フ
東
コ

ー
ス　

入
山
（
長

野
県
北
佐
久
郡
軽

井
沢
町
発
地
南
軽

井
沢
、
電
話
〇
二

六
七
―
四
八
―
〇

〇
七
二
）

③
競
技　

十
八
ホ

ー
ル
ズ　

ス
ト
ロ

ー
ク
プ
レ
ー
・
ダ

ブ
ル
ぺ
リ
ア
方

式
。

④
参
加
費　

会
費

二
万
八
千
円
（
一

名
、
会
費
・
プ
レ

ー
代
・
昼
食
代
込

み
）。

⑤
ゴ
ル
フ
大
会
終

了
後
・
軽
井
沢
自

由
散
策
後
・
自
家

用
車
で
の
自
由
行

動
後
の
記
念
旅
行

合
流
コ
ー
ス
別
途

有
。

１．日　時 令和４年７月４日㈪
２．場　所  軽井沢プリンスホテル　ウエスト

長野県北佐久郡軽井沢町大字軽井沢1016－87　TEL：0267－42－1111
３．スケジュール
月日 行　　事 時　　　間 場　　　所 会　　　費
令
和
４
年
７
月
４
日
㈪

受　　付
(クローク) 午後0時00分～

宴会場「千曲」
＊ お荷物をお預かり
いたします

・ お一人様につき
30,000円（税込み）
・ 夫人同伴の場合は、
２人で45,000円（税込み）
・ 総会・全国大会・懇親会
はセットになっておりま
す（宿泊費は別途料金）

通常総会 午後2時00分～午後3時15分
国際会議場「浅間」

全国大会 午後3時30分～午後4時30分

懇 親 会 午後6時30分～午後8時30分 メインバンケット
ホール「長野」

※通常総会・全国大会会場（軽井沢プリンスホテル）へのアクセス
○各自会場へご集合をお願い致します。
電車：北陸新幹線軽井沢駅より、タクシーで約2分、徒歩約13分。

軽井沢駅より約30分間隔でホテルの無料シャトルバスを運行。（８時～21時）
11時～12時は、中型バスを運行します。
※ シャトルバス、中型バスともに定員以上はご乗車できませんので、その際はタ
クシーをご利用ください。

車  ：上信越自動車道 碓氷軽井沢I.C .から約12（平常時）分（11㎞ ）

会
場
の
軽
井
沢
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
　
ウ
エ
ス
ト

軽
井
沢
駅
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シ
ス
テ
ム
稼
働
期
間
は
令

和
四
年
六
月
六
日
（
月
）
午

前
十
時
か
ら
七
月
八
日（
金
）

午
後
五
時
ま
で
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

https://w
w
w
.kyuukou.

or.jp/

６
、
受
験
願
書
等
の
書
類
の

受
付
期
間
及
び
提
出
先

　

六
月
六
日
（
月
）
か
ら
七

月
八
日
（
金
）
消
印
有
効
ま

―
申
込
受
付
６
月
６
日
〜
７
月
８
日
―

給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者

　
　
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

令和４年度
　

水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年

法
律
第
百
七
十
七
号
）
第
二

十
五
条
の
十
二
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、（
公
財
）
給

水
工
事
技
術
振
興
財
団
は

「
給
水
装
置
工
事
主
任
技
術

者
試
験
」
を
次
の
通
り
実
施

す
る
。

　

試
験
概
要
並
び
に
全
管
連

発
行
の
主
任
技
術
者
試
験
問

題
集
は
下
記
参
照
。

１
、
試
験
期
日

　

令
和
四
年
十
月
二
十
三
日

（
日
）

２
、
試
験
地
区　

北
海
道
、

東
北
、
関
東
、
中
部
、
関
西
、

・
試
験
日　

10
月
23
日
（
日
）

　

全
管
連
は
給
水
装
置
工
事

主
任
技
術
者
試
験
図
書
「
こ

れ
な
ら
わ
か
る
問
題
と
解

説
」
と
「
収
録
版
」
を
発
刊

し
た
。
令
和
二
年
四
月
に
全

面
改
訂
さ
れ
た
（
公
財
）
給

水
工
事
技
術
振
興
財
団
の

「
給
水
装
置
工
事
技
術
指
針

２
０
２
０
（
二
刷
）」
を
参

考
文
献
と
し
て
作
成
し
た
。

お
求
め
は
全
管
連
所
属
の
地

元
組
合
又
は
全
管
連
ま
で
。

　

全
管
連
に
直
接
お
申
込
の

場
合
は
、
最
寄
り
の
郵
便
局

で
現
金
書
留
又
は
郵
便
振
替

（
口
座
番
号
〇
〇
一
一
〇
―

六
―
八
八
六
一
四
）
を
利
用

し
て
前
金
に
て
お
申
込
下
さ

い
。

〇
「
こ
れ
な
ら
わ
か
る
問
題

と
解
説
六
訂
第
三
版
」

　

令
和
三
年
度
ま
で
の
出
題

内
容
を
精
査
し
、「
技
術
指

針
」
を
参
考
文
献
と
し
て
、

内
容
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

①
体
裁　

Ａ
四
判
、
二
百
九

十
六
頁
。

②
定
価　

三
千
八
百
五
十
円

（
税
込
）。

③
送
料　

一
冊　

五
百
三
十

五
円
（
税
込
）。

中
国
四
国
、
九
州
、
沖
縄
。

３
、
受
験
資
格

　

給
水
装
置
工
事
に
関
し
て

三
年
以
上
の
実
務
の
経
験
を

有
す
る
方
。

４
、
受
験
手
数
料

　

二
万
千
三
百
円
。

５
、
受
験
願
書
の
入
手
方
法

　

受
験
申
請
書
類
（
受
験
願

書
、
実
務
従
事
証
明
書
、
一

部
免
除
申
請
書
）
は
、
同
財

団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
受
験
申

込
書
作
成
シ
ス
テ
ム
」
を
使

用
し
、必
要
項
目
を
入
力
後
、

印
刷
し
た
物
を
使
用
す
る
こ

と
。

「
給
水
装
置
工
事
技
術
指
針 

２
０
２
０
（
二
刷
発
行
）」

の
ご
案
内　
　
　

給
工
財
団

　
（
公
財
）
給
水
工
事
技
術

振
興
財
団
で
は
、
標
記
図
書

を
刊
行
し
て
い
ま
す
。

　

本
書
は
、
水
道
法
改
正
を

契
機
と
し
て
、
旧
版
の
「
改

訂　

給
水
装
置
工
事
技
術
指

針
（
三
刷
）」
の
内
容
を
、

給
水
装
置
工
事
に
か
か
わ
る

法
改
正
の
内
容
と
最
新
の
技

術
情
報
を
反
映
す
る
な
ど
、

令
和
二
年
四
月
に
全
面
改

訂
、
令
和
三
年
三
月
に
二
刷

発
行
し
た
も
の
で
す
。
詳
細

は
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.kyuukou.

or.jp/books/kyuukou-

shishin-2020.htm
l

）
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
給
水
装
置
工
事

を
学
ぼ
う
と
す
る
方
に
は
も

ち
ろ
ん
、
給
水
装
置
工
事
主

任
技
術
者
や
水
道
事
業
に
従

事
す
る
技
術
職
員
等
の
方
々

必
携
の
専
門
技
術
書
で
す
。

「
給
水
装
置
工
事
技
術
指
針 

２
０
２
０
（
二
刷
発
行
）」

の
概
要

①
発
行　
（
公
財
）
給
水
工

事
技
術
振
興
財
団
。

②
体
裁　

Ａ
四
判
。
本
編
と

資
料
編
の
合
冊
構
成
。

③
定
価　

七
千
七
百
円
（
税

込
）。

※
令
和
四
年
度
受
験
者
割
引

価
格　

六
千
六
百
円（
税
込
。

販
売
期
間
限
定
）。

④
送
料　

財
団
負
担
。

⑤
お
申
込　

全
管
連
に
お
い

て
標
記
図
書
を
斡
旋
・
頒
布

中
で
す
。
お
求
め
は
、
全
管

連
所
属
の
地
元
組
合
又
は
全

管
連
ま
で
お
申
込
下
さ
い
。

で
の
間
に
、（
公
財
）
給
水

工
事
技
術
振
興
財
団　

国
家

試
験
部
国
家
試
験
課
（
〒
一

六
三
―
〇
七
一
二　

東
京
都

新
宿
区
西
新
宿
二
―
七
―
一

小
田
急
第
一
生
命
ビ
ル
十
二

階
）
に
原
則
と
し
て
郵
送
に

て
提
出
す
る
こ
と
。

※
詳
し
く
は「
受
験
の
案
内
」

（
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

を
参
照
の
こ
と
。

給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者

試
験
対
策
問
題
集
を
発
刊

全管連

〇
平
成
二
十
九
年
度
〜
令
和

三
年
度
給
水
装
置
工
事
主
任

技
術
者
試
験
問
題
収
録
版

　

直
近
五
ヶ
年
（
平
成
二
十

九
年
度
〜
令
和
三
年
度
）
の

試
験
問
題
は
、「
技
術
指
針
」

か
ら
の
出
題
頻
度
が
非
常
に

高
く
、
受
験
さ
れ
る
皆
さ
ん

に
と
っ
て
、
同
書
を
効
率
的

に
活
用
す
る
こ
と
が
合
格
へ

の
近
道
に
な
る
こ
と
か
ら
、

本
書
で
は
、
直
近
五
ヶ
年
の

試
験
問
題
毎
に
技
術
指
針
の

ど
こ
か
ら
出
題
さ
れ
て
い
る

か
を
表
記
し
、
同
書
と
併
用

し
て
学
習
で
き
る
よ
う
編
集

し
ま
し
た
。

①
体
裁　

Ａ
四
判
、
百
九
十

一
頁
。

②
定
価　

三
千
三
百
円
（
税

込
）。

③
送
料　

一
冊　

五
百
三
十

五
円
（
税
込
）。

・「
こ
れ
な
ら
わ
か
る
」「
収
録
版
」

　

技
術
指
針
に
準
拠

給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者

試
験　

準
備
講
習
会
の
講
師

斡
旋
に
つ
い
て　
　

全
管
連

　

本
会
で
は
給
水
装
置
工
事

主
任
技
術
者
の
資
格
取
得
の

支
援
の
た
め
、
受
験
参
考
図

書
の
頒
布
に
加
え
、
平
成
二

十
六
年
度
よ
り
、
所
属
団
体

が
主
催
す
る
給
水
装
置
工
事

主
任
技
術
者
試
験
の
準
備
講

習
会
（
原
則
と
し
て
七
月
以

降
の
開
催
）
に
お
い
て
、
東

京
水
道
（
株
）
の
協
力
を
得

て
、
同
社
の
職
員
や
Ｏ
Ｂ
を

講
師
と
し
て
斡
旋
し
て
い

る
。

　

講
義
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
詳

細
へ
の
お
問
合
せ
は
、
全
管

連
事
務
局
（
電
話
〇
三
―
五

九
八
一
―
八
九
五
七
）ま
で
。

　

さ
る
三
月
三
十
日
の
衆
議

院
厚
生
労
働
委
員
会
で
の
質

疑
に
よ
り
、
配
水
管
布
設
工

事
に
お
け
る
最
小
掘
削
幅
拡

大
の
端
緒
を
開
い
た
山
崎
正

恭
衆
議
院
議
員
（
公
明
党
）

に
よ
る
工
業
高
校
視
察
（
神

奈
川
県
、
三
重
県
、
沖
縄
県
）

が
行
わ
れ
た
。

　

山
崎
議
員
は
か
ね
て
か
ら

管
工
事
業
界
に
お
け
る
新
規

入
職
者
の
減
少
を
憂
慮
し
、

若
い
世
代
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
に
は
教
育
と
の
連
携

が
必
要
で
、
工
業
高
校
で
配

管
技
術
を
学
べ
る
機
会
を
整

備
し
て
い
く
こ
と
が
非
常
に

重
要
で
あ
る
と
委
員
会
で
も

発
言
さ
れ
て
い
た
経
緯
も
あ

り
、
本
会
各
県
支
部
の
協
力

の
下
、
視
察
が
実
現
し
た
。

　

四
月
か
ら
五
月
に
わ
た
り

実
施
さ
れ
た
視
察
の
概
要
は

次
の
通
り
。
当
日
は
施
設
や

技
能
実
習
の
見
学
、
学
校
関

係
者
ら
と
の
意
見
交
換
等
が

行
わ
れ
た
。

１
．
神
奈
川
県
立
藤
沢
工
科

①
訪
問
日　

五
月
九
日

（
月
）

②
本
会
出
席
者　

藤
原
和

彦
理
事
・
広
報
部
長
（
三

重
県
連
会
長
）

３
．
沖
縄
県
立
南
部
工
業

高
等
学
校
（
建
築
設
備
科

　

設
備
工
学
コ
ー
ス
）

①
訪
問
日　

五
月
二
十
三

日
（
月
）

②
本
会
出
席
者　

仲
田
一

郎
理
事（
沖
縄
県
連
会
長
）

山
崎
正
恭
衆
議
院
議
員
に
よ
る

工
業
高
校
設
備
科
等
視
察
に
つ
い
て

藤沢工科高校で技能実習を見学する
原副会長（左）と山崎議員（左から
３人目）

四日市中央工業高校で山崎議員に設
備実習の説明を行う藤原広報部長
（中央）

高
等
学
校
（
総
合
技
術
科　

住
環
境
系
）

①
訪
問
日　

四
月
二
十
五
日

（
月
）

②
本
会
出
席
者　

原　

宣
幸

総
務
・
災
害
対
策
担
当
副
会

長
（
神
奈
川
県
連
会
長
）、

太
田
勝
晶
全
管
連
青
年
部
協

議
会
会
長
（
神
奈
川
県
連
）

２
．
三
重
県
立
四
日
市
中
央

工
業
高
等
学
校
（
設
備
シ
ス

テ
ム
科
）
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管
工
事
業
者
数
８
万
８
１
４
３
社
で

前
年
度
比
プ
ラ
ス
０
・
８
％

︱
令
和
４
年
３
月
末
現
在
︱

比
八
百
二
十
五
業
者
（
〇
・

二
％
）
の
増
加
。
特
定
建
設

業
の
許
可
を
取
得
し
て
い
る

業
者
は
四
万
七
千
八
百
二
十

三
業
者
で
、
前
年
同
月
比
七

百
六
十
八
業
者
（
一
・
六
％
）

の
増
加
。

　
管
工
事
業
者
数
は
八
万
八

千
百
四
十
三
業
者
で
、
前
年

同
月
比
七
百
四
十
業
者（
〇
・

八
％
）
の
増
加
と
な
っ
た
。

　
水
道
施
設
工
事
業
者
数
は

八
万
六
千
四
百
七
十
四
業
者

で
、
前
年
同
月
比
千
三
十
一

業
者
（
一･

二
％
）
の
増

加
と
な
っ
た
。
土
木
工
事
業

者
数
は
十
三
万
千
百
六
十
五

業
者
で
、
前
年
同
月
比
二
百

七
十
七
業
者
（
〇･

二
％
）

の
伸
び
率
と
な
っ
た
。

　
前
年
同
月
に
比
べ
て
取
得

業
者
数
が
増
加
し
た
許
可
業

種
は
二
十
五
業
種
と
な
っ
て

お
り
、
増
加
数
は
と
び
・
土

工
工
事
業
が
二
千
六
百
十
七

業
者
（
一
・
五
％
増
加
）
と

最
も
高
く
な
っ
た
。

　
管
工
事
業
、
水
道
施
設
工

事
業
、
土
木
工
事
業
の
内
訳

は
次
の
と
お
り
。

１
、
管
工
事
業

　
一
般
建
設
業
者
七
万
八
千

二
百
四
十
八
（
前
年
同
月
七

万
七
千
七
百
七
）
業
者
、
特

定
建
設
業
者
九
千
八
百
九
十

五
（
同
九
千
六
百
九
十
六
）

業
者
、
大
臣
許
可
業
者
三
千

五
百
七
十
四
（
同
三
千
五
百

二
十
三
）
業
者
、
知
事
許
可

業
者
数
八
万
四
千
五
百
六
十

九（
同
八
万
三
千
八
百
八
十
）

　
国
土
交
通
省
は
、
五
月
九

日
、
令
和
四
年
三
月
末
現
在

の
建
設
業
許
可
業
者
数
調
査

の
結
果
を
発
表
し
た
。
詳
細

は
全
管
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

新
着
ト
ピ
ッ
ク
ス
（
五
月
九

日
付
）を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
建
設
業
法
第
三
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
建
設
業
の
許

可
を
受
け
て
い
る
業
者
数

は
、
四
十
七
万
五
千
二
百
九

十
三
業
者
で
、
前
年
同
月
比

千
三
百
四
十
一
業
者
（
〇
・

三
％
）
の
増
加
と
な
っ
た
。

一
般
建
設
業
の
許
可
を
取
得

し
て
い
る
業
者
は
四
十
五
万

九
百
一
業
者
で
、
前
年
同
月

業
者
。

２
、
水
道
施
設
工
事
業

　
一
般
建
設
業
者
六
万
四
千

二
百
六
十
一
（
同
六
万
三
千

六
百
七
十
八
）
業
者
、
特
定

建
設
業
者
二
万
二
千
二
百
十

三（
同
二
万
千
七
百
六
十
五
）

業
者
、
大
臣
許
可
業
者
三
千

二
百
三（
同
三
千
百
三
十
七
）

業
者
、
知
事
許
可
業
者
数
八

万
三
千
二
百
七
十
一
（
同
八

万
二
千
三
百
六
）
業
者
。

３
、
土
木
工
事
業

　
一
般
建
設
業
者
十
万
二
千

五
百
二
十
三
（
同
十
万
二
千

六
百
四
十
八
）
業
者
、
特
定

建
設
業
者
二
万
八
千
六
百
四

十
二
（
同
二
万
八
千
二
百
四

十
）
業
者
、
大
臣
許
可
業
者

四
千
六
百
四
十
一
（
同
四
千

五
百
七
十
八
）
業
者
、
知
事

許
可
業
者
数
十
二
万
六
千
五

百
二
十
四
（
同
十
二
万
六
千

三
百
十
）
業
者
。

国交省

業種別許可業者数の推移

　
厚
生
労
働
省
医
薬
・
生
活

衛
生
局
水
道
課
は
、
令
和
二

年
度
給
水
人
口
と
水
道
普
及

率
（
令
和
三
年
三
月
三
十
一

日
現
在
）
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
た
。

　
詳
し
く
は
同
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（h

ttp
:/
/
w
w
w
.

m
h
lw
.g
o
.jp
/
s
tf/

seisakunitsuite/bun

ya/topics/bukyoku/

kenkou/suido/database/

kihon/index.htm
l

）
を

参
照
し
て
下
さ
い
。

　
給
水
人
口
は
、
上
水
道
一

億
二
千
百
二
十
八
万
三
千
六

百
四
十
八
人
（
前
年
度
比
六

万
七
千
五
百
六
十
一
人

減
）
、
簡
易
水
道
百
七
十
四

万
千
四
百
五
十
四
人
（
同
三

十
一
万
千
七
百
三
十
九
人

水
道
普
及
率
98
・
１
％

厚労省

減
）
、
専
用
水
道
三
十
六
万

八
千
三
百
六
十
七
人
（
同
百

五
人
減
）
で
合
計
一
億
二
千

三
百
三
十
九
万
三
千
四
百
六

十
九
人
と
な
り
、
前
年
度
比

で
三
十
七
万
九
千
四
百
五
人

が
減
少
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
水
道
普
及

率
は
前
年
度
と
増
減
無
し
の

九
八
・
一
％
と
な
っ
た
。

（
令
和
二
年
度
は
、
東
日
本

大
震
災
等
の
影
響
で
福
島
県

の
一
部
町
村
に
お
い
て
給
水

人
口
の
デ
ー
タ
が
提
出
で
き

て
い
な
い
。
）

　
な
お
、
水
道
普
及
率
は
総

給
水
人
口
／
総
人
口
、
総
給

水
人
口
＝
上
水
道
人
口
＋
簡

易
水
道
人
口
＋
専
用
水
道
人

口
と
し
て
算
出
し
て
い
る
。

建
設
業
許
可
業
者
数
調
査
の
結
果

―
給
水
人
口 

前
年
度
比
37
・
９
万
人
減
―
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（
公
財
）
建
設
業
適
正
取

引
推
進
機
構
は
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
国
土
交
通
省
か
ら

委
託
を
受
け
て
、
建
設
工
事

の
請
負
契
約
を
め
ぐ
る
元

請
・
下
請
間
等
の
ト
ラ
ブ
ル

の
相
談
窓
口
と
し
て
「
建
設

業
取
引
適
正
化
セ
ン
タ
ー
」

を
令
和
四
年
四
月
一
日
〜
令

和
五
年
三
月
三
十
一
日
の
期

間
設
置
し
、
相
談
者
へ
紛
争

解
決
や
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
向

建
設
業
取
引
適
正
化
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

相
談
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て
　
　
　
　

け
た
助
言
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

１
．
受
付
時
間　

九
時
三
十

分
〜
十
七
時
（
土
日
、
祝
日

及
び
十
二
月
二
十
九
日
〜
翌

年
一
月
三
日
を
除
く
） 

２
．
場
所

　

セ
ン
タ
ー
東
京
（
東
京
都

千
代
田
区
五
番
町
一
二
ー

三
、
五
番
町
Ｙ
Ｓ
ビ
ル
三

階
、
電
話
〇
三
―
三
二
三
九

―
五
〇
九
五
）、
セ
ン
タ
ー

て
い
る
。
表
彰
式
は
九
月
九

日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ

れ
る
。
詳
細
は
、
同
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。http

s://w
w
w
.

m
lit.g

o
.jp
/re
p
o
rt/

press/m
izukokudo13_

hh_000496.htm
l

　
「
国
土
交
通
大
臣
賞
（
循

環
の
み
ち
下
水
道
賞
）」
は
、

「
循
環
の
み
ち
下
水
道
」
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
く
優
れ

た
取
組
に
対
し
、
平
成
二
十 

年
度
か
ら
毎
年
表
彰
を
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
を
表
彰

し
広
く
発
信
す
る
こ
と
で
、

受
賞
者
の
功
績
を
称
え
る
と

と
も
に
、
他
の
多
く
の
団
体

等
で
も
同
様
の
取
組
が
行
わ

れ
、
全
国
的
に
「
循
環
の
み

ち
下
水
道
」
の
実
現
が
図
ら

れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

過
去
の
受
賞
例
に
つ
い
て

は
、
以
下
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ 

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。（https://

w
w
w
.m
lit.g

o
.jp
/

m
i
z
u
k
o
k
u
d
o
/

s
e
w
e
r
a
g
e
/
R
3
_

jyunkannom
iti.htm

l

）

１
、
部
門
の
種
類

（
１
）
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
部

　

国
土
交
通
省
は
、「
循
環

の
み
ち
下
水
道
」
の
実
現
に

寄
与
す
る
優
れ
た
取
組
の
全

国
展
開
を
図
る
た
め
、
六
月

二
十
四
日
（
金
）
ま
で
、
令

和
四
年
度
（
第
十
五
回
）「
国

土
交
通
大
臣
賞
（
循
環
の
み

ち
下
水
道
賞
）」
を
募
集
し

門
（
現
場
に
お
け
る
創
意
工

夫
や
新
技
術
の
活
用
等
の
取

組
）

（
２
）
防
災
・
減
災
部
門
（
災

害
対
策
に
お
け
る
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
面
の
取
組
）

（
３
）
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
部
門
（
施
設
の
長
寿
命

化
や
計
画
的
な
維
持
修
繕
、

事
業
運
営
、
人
材
育
成
に
貢

献
す
る
取
組
）

（
４
）
広
報
・
教
育
部
門
（
効

果
的
な
広
報
活
動
や
環
境
・

防
災
教
育
等
の
取
組
）

２
、
応
募
団
体

　

本
賞
は
、
以
下
に
挙
げ
る

団
体
や
事
業
者
の
方
を
対
象

と
し
ま
す
。

・
地
方
公
共
団
体

・
民
間
事
業
者

・
学
校
、
教
育
機
関

・
水
環
境
保
全
活
動
等
を
行

っ
て
い
る
各
種
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
市
民
団

体
。

３
、
応
募
方
法

（
１
）
応
募
書
類

　

応
募
に
あ
た
っ
て
は
、
所

定
の
応
募
調
書
等
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

の
上
作
成
し
、
期
日
ま
で
に

下
記
提
出
先
に
電
子
デ
ー
タ

で
事
務
局
宛
に
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
に
つ
い
て
は
書
面
で
の
郵

送
可
）。

４
、
応
募
締
切

　

令
和
四
年
六
月
二
十
四
日

（
金
）
必
着
。

５
、
審
査
方
法

　

有
識
者
等
で
構
成
さ
れ
る

「
循
環
の
み
ち
下
水
道
賞
選

定
委
員
会
」
に
お
い
て
厳
正

な
審
査
の
上
、
グ
ラ
ン
プ
リ

（
最
優
秀
賞
）
及
び
各
部
門

賞
を
決
定
し
ま
す
。

６
、
表
彰
式

　

受
賞
事
例
に
つ
い
て
は
、

九
月
九
日
に
国
土
交
通
大
臣

等
の
出
席
の
も
と
、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
て
表
彰
を
行
う
予
定

で
す
。

７
、
事
務
局
（
応
募
書
類
送

「
国
土
交
通
大
臣
賞
（
循
環
の
み
ち

下
水
道
賞
）」
の
募
集
に
つ
い
て

国交省

　
　
　
　
　
　

６
月
24
日
（
金
）
締
切

令
和
４
年
度
浄
化
槽
設
備
士

講
習
の
ご
案
内

　
（
公
財
）
日
本
環
境
整
備

教
育
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る

標
記
講
習
の
実
施
要
領
は
次

の
と
お
り
で
す
。
浄
化
槽
法

　

八
万
六
千
七
百
円
（
浄
化

槽
管
理
士
で
講
習
教
科
目
一

部
免
除
希
望
者 

八
万
千
七

百
円
）。

４
、
開
催
会
場
及
び
日
程

　

左
表
参
照
。

◎
問
合
せ
先

　
（
公
財
）
日
本
環
境
整
備

教
育
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
墨

田
区
菊
川
二
―
二
十
三
―

三
、
電
話
〇
三
―
三
六
三
五

―
四
八
八
二
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttps://w
w
w
.jeces.

or.jp

）。

第
31
回
マ
ン
シ
ョ
ン
リ
フ
ォ

ー
ム
マ
ネ
ジ
ャ
ー
試
験
の
ご

案
内

　
（
公
財
）
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
・
紛
争
処
理
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
主
と
し
て
マ
ン
シ
ョ

ン
の
専
有
部
分
の
リ
フ
ォ
ー

ム
に
お
い
て
、
専
門
知
識
を

も
っ
て
、
管
理
組
合
や
施
工

者
な
ど
と
協
力
・
調
整
し
な

が
ら
、
居
住
者
に
付
加
価
値

の
高
い
リ
フ
ォ
ー
ム
を
企

画
・
提
供
す
る
た
め
の
業
務

推
進
能
力
を
認
定
す
る
標
記

試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

◇
試
験
の
概
要

１
、
受
験
資
格　

資
格
は
設

け
て
い
ま
せ
ん
。
ど
な
た
で

も
受
験
で
き
ま
す
。

２
、
試
験
日　

令
和
四
年
十

月
二
日
（
日
）。

　

学
科
試
験
（
午
前
十
時
十

分
〜
午
後
十
二
時
二
十
分
）、

設
計
製
図
試
験
（
午
後
一
時

十
五
分
〜
午
後
四
時
三
十

分
）。

３
、
試
験
地　

札
幌
、
東
京
、

名
古
屋
、
大
阪
、
福
岡
。

４
、
受
験
料
（
税
込
）　

①

学
科
試
験
＋
設
計
製
図
試
験

一
万
四
千
三
百
円
②
学
科
試

験
の
み
一
万
一
千
円
③
設
計

製
図
試
験
の
み
一
万
一
千

円
。

５
、
お
問
合
せ
先　
（
公
財
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
紛
争
処

理
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒
一
〇

二
―
〇
〇
七
三　

東
京
都
千

代
田
区
九
段
北
四
―
一
―
七

　

九
段
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
三
階

　

電
話
〇
三
―
三
二
六
一
―

四
五
六
七
。

「
業
務
災
害
補
償
制
度
」
に
つ
い
て

　
「
業
務
災
害
補
償
制
度
」

は
、就
業
中
の
ケ
ガ
に
加
え
、

過
重
労
働
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
に
起
因
す
る
労
働
災
害
認

定
も
増
加
し
て
い
る
中
、
業

務
上
の
事
故
に
よ
る
ケ
ガ
や

事
業
者
の
使
用
者
賠
償
責
任

を
補
償
す
る
制
度
で
、
ポ
イ

ン
ト
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　

本
会
は
全
国
中
小
企
業
団

体
中
央
会
の
会
員
で
あ
る
た

め
、
会
員
事
業
者
の
皆
様
は

本
会
を
通
じ
て
同
制
度
へ
の

加
入
が
可
能
で
す
。

◇
「
業
務
災
害
補
償
制
度
」

の
特
長

１
．
保
険
料
は
個
別
加
入
よ

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会

し
ま
す
。

３
．
全
従
業
員
（
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
含
む
）、
建
設

業
下
請
負
人
等
も
幅
広
く
補

償
し
ま
す
。

・
貴
社
の
事
業
内
容
や
売
上

高
で
保
険
料
を
算
出
し
ま

す
。

４
．
保
険
金
は
政
府
労
災
保

険
の
認
定
を
待
た
ず
に
お
支

払
い
し
ま
す
。

・
政
府
労
災
の
認
定
は
、
保

険
金
の
お
支
払
条
件
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
精
神
障
害
・
脳
・
心
疾
患

に
よ
る
死
亡
・
後
遺
障
害
・

休
業
補
償
保
険
金
の
お
支
払

い
は
政
府
労
災
の
認
定
が
必

要
で
す
。

５
．
保
険
金
を
企
業
に
お
支

払
い
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

― 

業
務
上
の
事
故
に
よ
る
ケ
ガ
や
事
業
者
の
使
用
者
賠
償
責
任
を
補
償
―

・
災
害
補
償
規
程
な
ど
に
基

づ
き
補
償
対
象
者
や
そ
の
遺

族
に
対
し
て
給
付
す
る
補
償

金
と
し
て
企
業
に
保
険
金
を

お
支
払
い
し
ま
す
。

６
．
ケ
ガ
だ
け
で
な
く
、
う

つ
病
に
よ
る
自
殺
や
過
労
死

等
の
新
型
労
災
に
も
対
応
し

ま
す
。

・
近
年
増
加
し
て
い
る
経
営

側
へ
の
賠
償
請
求
に
も
手
厚

い
補
償
で
お
応
え
し
ま
す
。

７
．
経
営
事
項
審
査（
Ｗ
１
）

で
15
ポ
イ
ン
ト
の
加
点
が
可

能
で
す
。

・
本
制
度
は
、
経
営
事
項
審

査
の
加
点
対
象
と
な
る
「
法

定
外
労
働
災
害
補
償
制
度
」

の
条
件
を
満
た
し
て
い
ま

す
。
審
査
項
目
の「
Ｗ
１（
労

働
福
祉
の
状
況
）」
に
お
い

て
加
点
対
象
と
な
り
ま
す
。

り
三
〇
％
割
安
で
す
。
ま
た

加
入
者
ご
と
の
割
引
も
あ
り

ま
す
。

・
団
体
契
約
の
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
多
数
割

引
三
〇
％
に
加
え
、
加
入
者

ご
と
に
業
種
・
売
上
高
規
模

に
応
じ
た
個
別
の
割
引
率
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

２
．
二
階
建
て
の
手
厚
い
補

償
で
「
経
営
」
と
「
従
業
員
」

を
お
守
り
し
ま
す
。

・
従
業
員
の
労
災
事
故
に
よ

る
経
営
側
へ
の
賠
償
請
求
に

対
応
し
ま
す
。

・
従
業
員
に
対
す
る
補
償
金

と
し
て
保
険
金
を
お
支
払
い

大
阪
（
大
阪
府
大
阪

市
中
央
区
上
町
Ａ
―

一
二
、
上
町
セ
イ
ワ

ビ
ル
三
階
、
電
話
〇

六
―
六
七
六
七
―
三

九
三
九
）。

昨年度の表彰式

浄化槽設備士講習会　開催会場及び日程
会場 講　習　期　間 受　付　期　間 講　習　会　場 受　付　機　関

東　京

令和４年
７月11日㈪～７月15日㈮

令和４年
５月30日㈪～６月10日㈮ （公財）日本環境整備教

育センター
２階大研修室
Tel　03-3635-4882

（公財）日本環境整備教育センター
〒130-0024
墨田区菊川２-23-３
Tel　03-3635-4882

令和４年
９月26日㈪～９月30日㈮

令和４年
８月19日㈮～８月31日㈬

令和４年
10月31日㈪～11月４日㈮

令和４年
９月19日㈪～９月30日㈮

大　阪 令和４年
７月25日㈪～７月29日㈮

令和４年
６月13日㈪～６月24日㈮

エルおおさか
Tel　06-6942-0001

（一社）大阪府環境水質指導協会
〒591-8032
堺市北区百舌鳥梅町１丁24-３
Tel　072-256-1056

福　岡 令和４年
11月28日㈪～12月２日㈮

令和４年
10月17日㈪～10月28日㈮

福岡県自治会館
Tel　092-651-4284

（一財）福岡県浄化槽協会
〒811-2412
糟屋郡篠栗町乙犬966-７
Tel　092-947-1800

※ 講習会場は変更になる場合があります。また、受付期間中であっても、定員になり次第締め切る場合もありますので、申
請する際にご確認下さい。

令
和
４
年
度
浄
化
槽
管
理
士

試
験
の
ご
案
内

　

（
公
財
）
日
本
環
境
整
備

教
育
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る

標
記
試
験
の
実
施
要
領
は
次

の
と
お
り
で
す
。

１
、
試
験
期
日　

　

令
和
四
年
十
月
二
十
三
日

（
日
）
。

２
、
試
験
地

　

宮
城
県
、
東
京
都
、
愛
知

県
、
大
阪
府
及
び
福
岡
県
。

※
試
験
会
場
等
の
案
内
は
、

受
験
票
送
付
（
令
和
四
年
九

月
十
四
日
発
送
予
定
）
の
際

に
ご
案
内
し
ま
す
。

３
、
試
験
科
目

　

①
浄
化
槽
概
論
②
浄
化
槽

行
政
③
浄
化
槽
の
構
造
及
び

機
能
④
浄
化
槽
工
事
概
論
⑤

浄
化
槽
の
点
検
、
調
整
及
び

修
理
⑥
水
質
管
理
⑦
浄
化
槽

の
清
掃
概
論
。

４
、
受
験
資
格

　

学
歴
、
実
務
経
験
等
は
一

切
問
い
ま
せ
ん
。

５
、
受
験
申
請
書
の
頒
布

　

一
部
二
百
円
（
送
料

別
）
。

６
、
受
験
申
請
書
等
の
受
付

期
間
及
び
提
出
場
所

　

令
和
四
年
七
月
一
日

（
金
）
〜
八
月
八
日
（
月
）

ま
で
に
、
同
セ
ン
タ
ー
国
家

試
験
係
宛
に
提
出
。

　

受
験
申
請
書
を
郵
送
す
る

場
合
は
、
簡
易
書
留
で
送
付

し
て
下
さ
い
。
令
和
四
年
八

月
八
日
（
月
）
ま
で
の
消
印

の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付

け
ま
す
。
持
参
す
る
場
合

は
、
受
付
期
間
中
（
土
曜
、

日
曜
、
祝
日
を
除
く
）
の
午

前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

で
す
。
受
験
申
請
書
等
を
受

理
し
た
後
は
、
受
験
地
の
変

更
は
原
則
と
し
て
認
め
ま
せ

ん
。

７
、
受
験
手
数
料

　

二
万
二
百
円
（
消
費
税
非

課
税
）
。

※
受
験
申
請
書
等
を
受
理
し

た
後
は
、
受
験
手
数
料
の
返

還
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

８
、
合
格
者
の
発
表

　

試
験
終
了
後
一
月
以
内

に
、
合
格
者
の
受
験
番
号
を

同
セ
ン
タ
ー
掲
示
場
及
び
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
発

表
し
た
後
、
合
格
者
の
受
験

番
号
を
官
報
に
掲
載
す
る
と

と
も
に
、
郵
送
に
よ
り
合
格

者
に
合
格
証
書
を
交
付
し
、

不
合
格
者
に
は
成
績
及
び
不

合
格
の
旨
を
通
知
し
ま
す
。

９
、
受
験
申
請
書

　

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.jeces.

or.jp

）
を
参
照
。

10
、
問
合
せ
先

　

（
公
財
）
日
本
環
境
整
備

教
育
セ
ン
タ
ー
国
家
試
験
係

（
〒
一
三
〇
―
〇
〇
二
四　

東
京
都
墨
田
区
菊
川
二
―
二

十
三
―
三
、
電
話
〇
三
―
三

六
三
五
―
四
八
八
一
）
。

第
四
十
二
条
第
一
項
第
二

号
に
規
定
す
る
浄
化
槽
工

事
に
関
し
て
必
要
な
知
識

及
び
技
能
に
関
す
る
講
習

で
、
浄
化
槽
設
備
士
に
係

る
講
習
等
に
関
す
る
省
令

第
十
四
条
に
基
づ
き
、
国

土
交
通
大
臣
及
び
環
境
大

臣
よ
り
当
セ
ン
タ
ー
が
指

定
講
習
機
関
と
し
て
指
定

さ
れ
、
実
施
す
る
も
の
で

す
。

１
、
講
習
内
容

（
１
）
講
習
時
間

　

三
十
七
時
間
（
五
日

間
）。
な
お
、
最
終
日
に

は
効
果
評
定
（
二
時
間
）

が
行
わ
れ
ま
す
。

（
２
）
教
科
目
及
び
時
間

　

①
浄
化
槽
概
論
（
八
時

間
）
②
法
規
（
三
）
③
浄

化
槽
の
構
造
及
び
機
能

（
十
五
）
④
浄
化
槽
施
工

管
理
法
（
八
）
⑤
浄
化
槽

の
保
守
点
検
及
び
清
掃
概

論
（
三
）。

２
、
受
講
資
格

　

管
工
事
施
工
管
理
技
士

（
一
級
も
し
く
は
二
級
）

で
あ
る
こ
と
。

３
、
受
講
料　

付
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
）

　

国
土
交
通
省
水
管
理
・

国
土
保
全
局
下
水
道
部
下

水
道
企
画
課 

企
画
調
整

係〒
一
〇
〇
―
八
九
一
八　

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関

二
―
一
―
三　

電
話
〇
三

―
五
二
五
三
―
八
一
一
一

（
三
四
―
一
三
六
）。



６２０２２年（令和４年）６月１日（水曜日） 全 管 連 ニ ュ ー ス （第三種郵便物認可） 第７６９号 （　）

令
和
４
年
度
全
国
安
全
週
間

―
７
月
１
日
〜
７
月
７
日
―

　

安
全
は　

急
が
ず
焦
ら
ず

　

怠
ら
ず

　

厚
生
労
働
省
は
、
四
月
十

三
日
付
け
で
、
事
務
次
官
名

を
も
っ
て
本
会
会
長
宛
て
に

標
記
を
通
知
さ
れ
た
。
詳
細

は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

新
着
ト
ピ
ッ
ク
ス
（
四
月
十

三
日
付
）
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

令
和
四
年
度
全
国
安
全
週
間

の
実
施
に
伴
う
協
力
依
頼
に

つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
産
業

界
に
お
け
る
自
主
的
な
労
働

災
害
防
止
活
動
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
広
く
一
般
の
安

全
意
識
の
高
揚
と
安
全
活
動

の
定
着
を
図
る
た
め
、毎
年
、

全
国
安
全
週
間
を
主
唱
し
て

い
ま
す
。

　

本
年
も
別
添
の
「
令
和
四

年
度
全
国
安
全
週
間
実
施
要

綱
」
に
基
づ
き
、
七
月
一
日

か
ら
七
月
七
日
ま
で
を
安
全

週
間
、
六
月
一
日
か
ら
六
月

三
十
日
ま
で
を
準
備
期
間
と

し
て
、「
安
全
は　

急
が
ず

焦
ら
ず　

怠
ら
ず
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
と
し
、
全
国
一
斉
に

積
極
的
な
活
動
を
行
う
こ
と

と
し
、
格
段
の
ご
協
力
を
賜

わ
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

◎
令
和
四
年
度
全
国
安
全
週

間
実
施
要
綱

１　

趣　

旨
（
概
要
）

　

全
国
安
全
週
間
は
、
昭
和

三
年
に
初
め
て
実
施
さ
れ
て

以
来
、「
人
命
尊
重
」
と
い

う
基
本
理
念
の
下
、「
産
業

界
で
の
自
主
的
な
労
働
災
害

防
止
活
動
を
推
進
し
、
広
く

一
般
の
安
全
意
識
の
高
揚
と

安
全
活
動
の
定
着
を
図
る
こ

と
」
を
目
的
に
、
一
度
も
中

断
す
る
こ
と
な
く
続
け
ら

れ
、
今
年
で
九
十
五
回
目
を

迎
え
る
。

　

こ
の
間
、
事
業
場
で
は
、

労
使
が
協
調
し
て
、
労
働
災

害
防
止
対
策
が
展
開
さ
れ
て

き
た
。
こ
の
努
力
に
よ
り
、

労
働
災
害
は
長
期
的
に
は
減

少
し
て
き
た
が
、
労
働
災
害

全
体
の
件
数
が
再
び
増
加
に

転
じ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
死
亡
災
害
も
令
和

三
年
は
増
加
に
転
じ
る
な
ど

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ

る
。　

　

 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お

い
て
労
働
災
害
を
減
少
さ
せ

る
た
め
に
は
、
事
業
者
・
労

働
者
双
方
が
労
働
災
害
防
止

の
た
め
の
基
本
ル
ー
ル
を
徹

底
し
、ま
た
そ
れ
ら
を
遵
守
・

実
行
す
る
た
め
の
時
間
的
・

人
員
的
に
余
裕
を
持
っ
た
業

務
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

令
和
四
年
度
全
国
安
全
週
間

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
で
取
り
組

む
。

２　

期　

間

　

令
和
四
年
七
月
一
日
か
ら

七
月
七
日
ま
で
。
な
お
、
六

月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま

で
を
準
備
期
間
と
す
る
。

３　

主
唱
者

　

厚
生
労
働
省
、
中
央
労
働

災
害
防
止
協
会

４　

協
賛
者

　

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会
、
陸
上
貨
物
運
送
事
業
労

働
災
害
防
止
協
会
、
港
湾
貨

物
運
送
事
業
労
働
災
害
防
止

協
会
、
林
業
・
木
材
製
造
業

労
働
災
害
防
止
協
会

５　

協
力
者

　

関
係
行
政
機
関
、
地
方
公

共
団
体
、
安
全
関
係
団
体
、

労
働
組
合
、
経
営
者
団
体

６　

実
施
者　

各
事
業
場

７　

主
唱
者
、
協
賛
者
の
実

施
事
項
（
略
）

８　

協
力
者
へ
の
依
頼（
略
）

９　

実
施
者
が
準
備
期
間
中

及
び
全
国
安
全
週
間
に
実
施

す
る
事
項
（
略
）　

10　

実
施
者
が
継
続
的
に
実

施
す
る
事
項
以
下
略
。

建
設
産
業
で
働
く
方
の
主
張

を
募
集
中
！

　

国
土
交
通
省
と
建
設
産
業

人
材
確
保
・
育
成
推
進
協
議

会
（
人
材
協
）
で
は
、
建
設

業
を
担
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の

意
識
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
一
般
の
人
た
ち
へ
建
設

業
の
役
割
や
重
要
性
に
つ
い

て
理
解
と
関
心
を
高
め
る
た

め
に
、
建
設
業
で
働
く
方
の

主
張
を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
建
設
産
業
へ
の
熱
い
想

い
を
伝
え
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
一
般
の
人
た
ち
へ
建

設
産
業
の
役
割
や
重
要
性
に

つ
い
て
理
解
と
関
心
を
高
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
応
募
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

１
、
応
募
対
象　

建
設
産
業

の
仕
事
に
従
事
し
て
い
る

方
。 

２
、
応
募
期
間　

令
和
四
年

五
月
九
日
（
月
）
〜
六
月
三

十
日
（
木
）（
当
日
消
印
有

効
）。 

３
、
応
募
テ
ー
マ　

建
設
産

業
に
ま
つ
わ
る
内
容
で
、「
次

世
代
に
伝
え
た
い
建
設
産
業

の
魅
力
と
誇
り
」
又
は
「
建

設
産
業
を
通
じ
て
感
じ
た
自

身
の
成
長
」。

４
、
応
募
形
式　

千
六
百
字

か
ら
二
千
字
以
内
。
応
募
作

は
自
作
の
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。

５
、
応
募
方
法　

応
募
者
が

所
在
す
る
各
都
道
府
県
の
建

設
業
協
会
等
、
ま
た
は
、
建

設
産
業
人
材
確
保
・
育
成
推

進
協
議
会
（
事
務
局
・
建
設

業
振
興
基
金
）
に
お
送
り
く

だ
さ
い
。 

パ
ソ
コ
ン
等
で

作
成
し
た
作
品
は
、
電
子
デ

ー
タ
で
も
提
出
可
能
で
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
「
建
設
現
場

へ
Ｇ
Ｏ
！
」
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

下
の
特
設
サ
イ
ト
の
バ
ナ
ー

に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ

い
。
応
募
フ
ォ
ー
ム
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

６
、
表
彰　

国
土
交
通
大
臣

賞
は
、
令
和
四
年
度
優
秀
施

工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰
式

典
（
令
和
四
年
十
月
）
に
て

表
彰
予
定
。 

７
、
問
合
せ
先　
（
一
財
）

建
設
業
振
興
基
金　

経
営
基

盤
整
備
支
援
セ
ン
タ
ー
「
私

た
ち
の
主
張
」
係
、
電
話
〇

三
―
五
四
七
三
―
四
五
七

二
、 

全
管
連
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
新
着
ト
ピ
ッ
ク
ス
（
五

月
九
日
付
）
を
参
照
。

建
設
業
の
未
来
を
担
う
高
校

生
へ
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集
中
！

　

国
土
交
通
省
と
建
設
産
業

人
材
確
保
・
育
成
推
進
協
議

会
で
は
、
建
設
業
へ
の
入
職

に
関
心
を
抱
い
て
頂
く
た
め

に
、
高
校
の
建
築
学
科
・
土

木
学
科
な
ど
で
学
ぶ
生
徒
を

対
象
と
し
て
、
建
設
産
業
の

仕
事
を
よ
り
身
近
な
も
の
に

感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

高
校
生
に
よ
る
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
を
実
施
し
、
作
品
を
募

集
い
た
し
ま
す
。

１
、
応
募
対
象　

高
等
学
校

の
建
築
学
科
、
土
木
学
科
等

で
学
ぶ
生
徒
。

２
、
応
募
期
間　

令
和
四
年

五
月
九
日
（
月
）
〜
六
月
三

十
日
（
木
）（
当
日
消
印
有

効
）。

３
、
応
募
テ
ー
マ　

建
設
産

業
に
ま
つ
わ
る
内
容
で
、「
私

た
ち
の
暮
ら
し
と
建
設
産

業
」
又
は
「
私
が
描
く
建
設

産
業
の
未
来
」。

４
、
応
募
形
式　

千
字
か
ら

千
二
百
字
以
内
。
応
募
作
は

自
作
の
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

５
、
応
募
方
法　

応
募
用
紙

及
び
代
表
作
品
リ
ス
ト
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
建
設

産
業
人
材
確
保
・
育
成
推
進

協
議
会
（
事
務
局
・
建
設
業

振
興
基
金
）
に
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
「
建
設
現
場
へ
Ｇ
Ｏ
！
」

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
下
の
特
設
サ

イ
ト
の
バ
ナ
ー
に
ア
ク
セ
ス

し
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

だ
さ
い
。

６
、
表
彰　

国
土
交
通
大
臣

賞
は
、
令
和
四
年
度
優
秀
施

工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰
式

典
（
令
和
四
年
十
月
）
に
て

表
彰
予
定
。 

７
、
問
合
せ
先　
（
一
財
）

建
設
業
振
興
基
金　

経
営
基

盤
整
備
支
援
セ
ン
タ
ー
「
高

校
生
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

係
、
電
話
〇
三
―
五
四
七
三

―
四
五
七
二
、
全
管
連
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
新
着
ト
ピ
ッ
ク

ス
（
五
月
九
日
付
）
を
参
照
。

全
国
設
備
工
業
教
育
研
究
会

第
57
回
熊
本
大
会

８
月
３
日
よ
り
熊
本
市
に
て

開
催
へ

  

公
立
工
業
高
等
学
校
の
設

備
工
業
科
等
二
十
三
校
が
加

入
す
る
全
国
設
備
工
業
教
育

研
究
会
（
会
長
・
日
置
賢
司

氏
（
神
奈
川
県
立
藤
沢
工
科

高
等
学
校
長
））
は
、
令
和

四
年
度
の
全
設
研
・
第
五
十

七
回
熊
本
大
会
を
次
の
と
お

り
開
催
す
る
。（
第
五
十
六

回
新
潟
大
会
（
令
和
二
、
三

年
度
）
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

中
止
）
当
日
は
、
全
管
連
会

長
の
代
理
と
し
て
地
元
の
熊

本
県
支
部
長
が
出
席
を
予
定

し
て
い
る
。

　

な
お
、
全
管
連
で
は
本
年

度
も
配
管
技
能
検
定
を
受
検

す
る
在
校
生
を
支
援
す
る
た

め
練
習
材
料
を
提
供
す
る
。

第
55
回
秋
田
大
会
の
様
子

部
科
学
省
内
藤　

敬
教
科
調

査
官
）、
教
員
研
究
発
表
、

閉
会
式
。

※
総
会
は
紙
上
開
催
と
し
、

当
日
は
会
計
監
査
報
告
と
そ

の
他
確
認
事
項
の
み
。

※
教
員
研
究
発
表
は
一
校
に

つ
き
二
十
分
、
発
表
数
三
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
熱
中
症

予
防
を
広
く
国
民
に
呼
び
か

け
る
た
め
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

（https://w
w
w
.m
hlw
.

go.jp/seisakunitsuite/

bunya/kenkou_iryou/

kenkou/nettyuu/nettyuu

_taisaku/pam
ph.htm
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一
方
、
職
場
で
の
熱
中
症

予
防
対
策
に
つ
い
て
は
、 

熱
中
症
予
防
の
普
及
啓
発
・

注
意
喚
起
に
つ
い
て

厚労省

（
別
掲
）
を
作
成
し
た
。
気

温
の
高
い
日
が
続
く
こ
れ
か

ら
の
時
期
に
備
え
、
国
民
一

人
一
人
に
対
し
て
熱
中
症
予

防
の
普
及
啓
発
・
注
意
喚
起

を
行
う
等
、
対
策
に
万
全
を

期
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

は
同
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｐ
！
熱
中
症

　

ク
ー
ル

ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
、

熱
中
症
予
防

の
Ｐ
Ｒ
に
力

を
入
れ
る
。

建
設
現
場
な

ど
で
の
作
業

管
理
や
健
康

管
理
を
徹
底

す
る
よ
う
呼

び
か
け
る
。 

１
．
日
時　

令
和
四
年

八
月
三
日
（
水
）

２
．
主
管
校
・
事
務
局

　

熊
本
県
立
小
川
工
業

高
等
学
校

３
．
会
場　

ザ
・
ニ
ュ

ー
ホ
テ
ル
熊
本

４
．
内
容　

 

（
八
月
三

日
）
会
計
監
査
、総
会
・

地
区
別
研
究
会
議
、
開

会
式
、教
育
講
演
会（
文



２
０
２
２
年
度
版　

積
算
実

務
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
機
械
・
電

気
・
建
築
・
改
修
）
の
ご
案

内
　

全
管
連
に
お
い
て
は
標
記

図
書
を
斡
旋
・
頒
布
い
た
し

ま
す
。
お
求
め
は
全
管
連
所

属
の
地
元
組
合
又
は
全
管
連

へ
お
申
込
下
さ
い
。

　

全
管
連
に
直
接
お
申
込
の

場
合
は
、
最
寄
り
の
郵
便
局

で
現
金
書
留
又
は
郵
便
振
替

（
口
座
番
号
〇
〇
一
一
〇
︱

六
︱
八
八
六
一
四
）
に
て
図

書
代
金
及
び
送
料
を
前
入
金

に
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

　

各
図
書
は
、
公
共
建
築
工

事
積
算
基
準
、標
準
仕
様
書
、

標
準
図
に
準
拠
し
、
二
〇
二

二
年
度
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
と
最
新
の
材
料
単
価
で

全
国
主
要
十
地
区
の
複
合
単

価
を
作
成
し
、
積
算
業
務
や

現
場
の
施
工
業
務
に
携
わ
る

方
の
た
め
に
使
い
や
す
く
、

簡
単
に
理
解
で
き
る
内
容
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

２
０
２
２
年
度
版　

積
算
実

務
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
機
械
・
電

気
・
建
築
・
改
修
）

①
編
集
・
発
行　
（
株
）
全

日
出
版
社
。

②
体
裁　

Ｂ
五
判
、
七
百
二

十
頁
（
改
修
は
四
百
八
頁
）。

③
定
価　

七
千
七
百
円
（
改

修
は
四
千
四
百
円
）（
税
込
）。

④
送
料　

一
冊　

五
百
八
十

円
、
二
～
三
冊　

七
百
二
十

円
、
四
～
六
冊　

九
百
六
十

円
、
七
～
九
冊　

千
百
七
十

円
、
十
冊
～
十
四
冊　

千
三

百
六
十
円
、
十
五
～
十
九
冊

　

千
五
百
七
十
円
、
二
十
冊

以
上　

無
料
。

２
０
２
２
年　

積
算
実
務
マ

ニ
ュ
ア
ル
講
習
会
の
ご
案
内

　
（
株
）
全
日
出
版
社
は
、

標
記
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
使
用
し

た
積
算
講
習
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
詳
細
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
下
記
広
告
参
照
）

を
ご
確
認
下
さ
い
。

１
、
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（
１
）
電
気
設
備
工
事
編

①
東
京
会
場
・
日
本
教
育
会

館
（
対
面
形
式
）

（
電
気
①
）六
月
十
四
日（
火
）

（
電
気
②
）六
月
十
六
日（
木
）

・
講
習
時
間　

午
前
十
時
～

午
後
四
時
（
お
昼
休
憩
一
時

間
）

・
受
講
料　

各
日　

一
名　

九
千
九
百
円
（
税
込
）、
別

途
シ
ス
テ
ム
利
用
料
三
百
三

十
円
（
税
込
）
が
か
か
り
ま

す
。　

②
配
信
形
式
（
録
画
配
信
） 

・
配
信
期
間　

七
月
七
日

（
木
）
午
前
十
時
～
七
月
十

三
日
（
水
）
午
後
四
時

・
受
講
料　

一
名
六
千
六
百

円
（
税
込
）、
別
途
シ
ス
テ

ム
利
用
料
三
百
三
十
円
（
税

込
）
が
か
か
り
ま
す
。　

（
２
）
機
械
設
備
工
事
編

①
配
信
形
式
（
録
画
配
信
） 

・
配
信
期
間　

七
月
十
四
日

（
木
）
午
前
十
時
～
七
月
二

十
日
（
水
）
午
後
四
時

・
受
講
料　

一
名
四
千
四
百

円
（
税
込
）、
別
途
シ
ス
テ

ム
利
用
料
三
百
三
十
円
（
税

込
）
が
か
か
り
ま
す
。

２
、
テ
キ
ス
ト

　

二
〇
二
二
年
度
版
積
算
実

務
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
電
気
設
備

工
事
又
は
機
械
設
備
工
事
）

※
事
前
に
購
入
い
た
だ
き
、

ご
準
備
く
だ
さ
い
。

建
設
特
定
技
能
受
入
計
画
に

お
け
る
報
酬
額
の
認
定
に
つ

い
て　
　
　
　

国
土
交
通
省

　

国
土
交
通
省
は
三
月
二
十

八
日
、
建
設
特
定
技
能
受
入

計
画
に
お
け
る
報
酬
額
の
認

定
に
つ
い
て
、
更
な
る
統
一

的
運
用
を
図
る
た
め
、
報
酬

額
の
認
定
に
つ
い
て
以
下

１
．
及
び
２
．
の
と
お
り
定

め
、
令
和
四
年
六
月
一
日
以

降
の
新
た
な
特
定
技
能
外
国

人
の
就
労
を
内
容
と
す
る
申

請
か
ら
適
用
す
る
よ
う
、
審

査
実
務
を
担
う
各
地
方
整
備

局
等
に
通
知
し
、
同
日
、
不

動
産
・
建
設
経
済
局
国
際
市

場
課
名
を
も
っ
て
標
記
を
建

設
業
関
係
団
体
等
長
に
通
知

さ
れ
た
。
詳
細
は
同
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。https://w

w
w
.m

lit.

go.jp/tochi_fudousan

_kensetsug
yo/tochi_

fudousan_kensetsugyo_

tk3_000001_00002.

htm
l

１
．「
同
等
の
技
能
を
有
す

る
日
本
人
が
従
事
す
る
場
合

と
同
等
以
上
の
報
酬
額
」
の

認
定
に
つ
い
て 

（
以
下
略
）

２
．
技
能
の
習
熟
に
応
じ
た

昇
給
の
認
定
に
つ
い
て
（
以

下
略
） 

◎
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
・（
一
社
）

建
設
技
能
人
材
機
構
（
Ｊ
Ａ

Ｃ
）
電
話　

〇
一
二
〇
︱
二

二
〇
︱
三
五
三
。
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９
日　

山
崎
正
恭
衆
議
院
議

員
に
よ
る
工
業
高
校
視
察
が
午

前
十
時
よ
り
、
三
重
県
四
日
市

市
の
県
立
四
日
市
中
央
工
業
高

等
学
校
に
て
行
わ
れ
、
藤
原
理

事
・
広
報
部
長
（
三
重
県
連
会

長
）、
粕
谷
専
務
が
出
席
し
た
。

10
日　

国
土
交
通
省
と
の
公

共
工
事
設
計
労
務
単
価
（
配
管

工
）
に
関
す
る
意
見
交
換
が
午

後
二
時
よ
り
、
東
京
都
千
代
田

区
の
同
省
に
て
行
わ
れ
、
粕
谷

専
務
、
松
本
常
務
、
上
田
局
長

が
出
席
し
た
。

11
日　
（
一
社
）
日
本
水

道
工
業
団
体
連
合
会
の
第

百
七
十
一
回
理
事
会
が
午
後
二

時
よ
り
、
東
京
都
千
代
田
区
の

東
京
會
舘
に
て
行
わ
れ
、
粕
谷

専
務
が
出
席
し
た
。

12
日　
（
公
財
）
給
水
工
事

技
術
振
興
財
団
と
の
給
水
装
置

工
事
申
請
様
式
標
準
化
に
向
け

た
調
査
報
告
書
に
関
す
る
打
合

せ
が
午
後
二
時
よ
り
、
東
京
都

豊
島
区
の
全
管
連
会
館
に
て
行

わ
れ
、
粕
谷
専
務
、
松
本
常
務
、

上
田
局
長
が
出
席
し
た
。

同
日　

第
六
十
回
技
能
五
輪

全
国
大
会
競
技
委
員
会
第
三
回

配
管
分
科
会
が
午
後
二
時
よ

り
、
東
京
都
豊
島
区
の
全
管
連

会
館
に
て
行
わ
れ
、
渡
邉
弘
幸

氏
、
金
子
達
之
輔
氏
、
依

田
主
任
、
仲
村
主
任
が
出

席
し
た
。

13
日　

全
管
連
青
年
部

協
議
会
の
令
和
三
年
度
第

二
回
監
事
会
が
午
後
三
時

よ
り
、
東
京
都
豊
島
区
の
全
管

連
会
館
に
て
行
わ
れ
、
佐
藤
次

長
、
依
田
主
任
が
出
席
し
た
。

14
日　

全
管
連
青
年
部
協
議

会
の
第
百
三
十
二
回
理
事
会
・

研
修
会
に
向
け
た
開
催
会
場
確

認
・
打
合
せ
が
午
後
一
時
よ
り
、

神
奈
川
県
横
浜
市
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
横
浜
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
タ
ワ
ー
に
て
行
わ
れ
、

佐
藤
次
長
、
依
田
主
任
が
出
席

し
た
。

16
日　

第
六
十
二
回
通
常
総

会
特
集
に
向
け
た
日
本
水
道
新

聞
社
及
び
水
道
産
業
新
聞
社
に

よ
る
共
同
記
者
会
見
が
午
前
十

時
三
十
分
よ
り
、
東
京
都
豊
島

区
の
全
管
連
会
館
に
て
行
わ

れ
、藤
川
会
長
、山
崎
理
事
（
長

野
県
連
会
長
）、
粕
谷
専
務
、

松
本
常
務
が
出
席
し
た
。

同
日　

第
二
百
二
十
七
回
総

務
部
会
が
午
後
一
時
三
十
分
よ

り
、
東
京
都
豊
島
区
の
全
管
連

会
館
に
て
行
わ
れ
た
。
出
席
者

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
藤
川

会
長
、
原
副
会
長
、
岩
野
部
長
、

工
藤
副
部
長
、
篠
野
委
員
長
、

山
崎
副
委
員
長
、
粕
谷
専
務
、

松
本
常
務
、
上
田
局
長
、
佐
藤

次
長
、
鈴
木
課
長
、
阿
蘇
主
任
。

19
日　

第
二
十
二
回
経
理
部

会
が
午
後
二
時
よ
り
、
東
京
都

豊
島
区
の
全
管
連
会
館
及
び
Ｗ

Ｅ
Ｂ
併
用
に
て
行
わ
れ
た
。
出

席
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

岩
永
副
会
長
、
石
田
部
長
、

村
田
委
員
長
、
五
十
嵐
副
委
員

長
、
粕
谷
専
務
、
松
本
常
務
、

上
田
局
長
、
佐
藤
次
長
、
鈴
木

課
長
、
依
田
主
任
。

20
日　

令
和
三
年
度
第
二
回

監
事
会
が
午
後
一
時
三
十
分
よ

り
、
東
京
都
豊
島
区
の
全
管
連

会
館
に
て
行
わ
れ
た
。
出
席
者

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

石
田
経
理
部
長
、
木
村
代
表

監
事
、
内
山
監
事
、
渡
邊
監
事
、

安
井
監
事
、
福
田
員
外
監
事
、

粕
谷
専
務
、
松
本
常
務
、
上
田

局
長
、
佐
藤
次
長
、
鈴
木
課
長
、

依
田
主
任
。

21
日　

全
管
連
青
年
部
協
議

会
の
令
和
四
年
度
第
一
回
正

副
会
長
部
会
長
会
議
が
午

前
九
時
三
十
分
よ
り
、
第

百
三
十
二
回
理
事
会
が

午
後
二
時
よ
り
、
神
奈
川

県
横
浜
市
の
横
浜
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
タ
ワ
ー
及
び
Ｗ
Ｅ

Ｂ
併
用
に
て
行
わ
れ
、
佐
藤
次

長
、
依
田
主
任
が
出
席
し
た
。

23
日　

日
本
水
道
新
聞
社
に

よ
る
取
材
が
午
後
一
時
三
十
分

よ
り
、
東
京
都
豊
島
区
の
全
管

連
会
館
に
て
行
わ
れ
、
粕
谷
専

務
が
出
席
し
た
。

24
日　
（
一
財
）
日
本
ガ
ス

機
器
検
査
協
会
の
第
二
十
二
︱

一
回
ガ
ス
機
器
設
置
技
能
資
格

制
度
運
営
委
員
会
が
午
後
一
時

三
十
分
よ
り
、
東
京
都
港
区
の

同
協
会
に
て
行
わ
れ
、
和
田
理

事
・
経
営
部
長
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
出
席

し
た
。

25
日　

日
本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
理
事
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）
が
午
後

一
時
よ
り
行
わ
れ
、
粕
谷
専
務

が
出
席
し
た
。

26
日　

中
央
職
業
能
力
開
発

協
会
に
よ
る
第
六
十
回
技
能
五

輪
全
国
大
会
に
係
る
合
同
委
員

会
が
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、

東
京
都
中
央
区
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
東
京

駅
日
本
橋
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ

ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
、
仲
村
主

任
が
出
席
し
た
。

31
日　

自
由
民
主
党
の
所
有

者
不
明
土
地
等
に
関
す
る
特
別

委
員
会
が
午
後
三
時
三
十
分
よ

り
、
東
京
都
千
代
田
区
の
同
党

本
部
に
て
行
わ
れ
、
粕
谷
専
務

が
出
席
し
た
。

全
管
連
の
う
ご
き

５月

　
（
一
社
）
日
本
水
道
工
業

団
体
連
合
会
（
会
長
・
木
股

昌
俊
氏
）
は
、五
月
十
一
日
、

第
百
七
十
一
回
理
事
会
を
東

京
都
千
代
田
区
の
東
京
會
舘

に
て
開
催
し
た
。

　

第
五
十
六
回
通
常
総
会

（
六
月
三
日
開
催
）
に
向
け

て
、
①
令
和
三
年
度
会
務
及

び
事
業
報
告
（
案
）
②
令
和

三
年
度
決
算
（
案
）
及
び
監

査
報
告
等
の
議
案
が
承
認
さ

れ
た
。

　

な
お
、
宮
﨑
正
信
専
務
理

事
よ
り
議
事
の
終
わ
り
に
発

言
さ
れ
た
コ
メ
ン
ト
は
以
下

の
通
り
。

　
「
前
回
の
理
事
会
で
全
管

連
の
粕
谷
専
務
理
事
か
ら
ご

発
言
の
あ
っ
た
塗
料
メ
ー
カ

ー
の
不
適
切
行
為
に
よ
る
問

題
が
大
き
な
影
響
を
関
係
者

に
与
え
た
こ
と
は
、
皆
さ
ま

ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま

す
。現
在
の
状
況
と
し
て
は
、

①
当
該
塗
料
メ
ー
カ
ー
の
特

別
調
査
委
員
会
に
よ
る
調
査

結
果
が
ま
だ
公
表
さ
れ
て
間

も
な
い
こ
と

②
日
本
水
道
協
会
の
暫
定
的

な
認
証
期
間
が
七
月
末
ま
で

設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

③
日
本
水
道
協
会
に
お
い

て
、
水
道
用
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳

定
の
件
③
令
和
四
年
度
借
入

金
残
高
の
最
高
限
度
決
定
④

役
員
補
充
選
挙
（
４
）
第
六

十
二
回
通
常
総
会
、
令
和
四

年
度
全
国
大
会
等
の
運
営

（
５
）
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
人

道
支
援
（
６
）
賛
助
会
員
の

入
退
会
（
７
）
そ
の
他
に
つ

い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

第
２
２
回
経
理
部
会
を
開
催

行
わ
れ
た
。

　

当
日
は
、（
１
）
令
和
三

年
度
事
業
報
告
（
案
）（
２
）

令
和
三
年
度
収
支
決
算
報
告

（
案
）（
３
）
令
和
四
年
度
事

業
計
画
（
案
）（
４
）
令
和

四
年
度
収
支
予
算（
案
）（
５
）

そ
の
他
に
つ
い
て
協
議
が
行

わ
れ
た
。

令
和
３
年
度　

第
２
回
監
事

会
を
開
催

連
会
館
に
て
行
わ
れ
た
。

　

当
日
は
、（
１
）
令
和
三

鉄
管
合
成
樹
脂
塗
料
に
つ
い

て
「
塗
料
の
組
成
原
料
の
追

加
、
削
除
（
衛
生
性
の
確

認
）」、「
試
験
片
及
び
そ
の

作
成
方
法
の
見
直
し
」
を
開

始
し
て
い
る
と
の
状
況
で
あ

る
こ
と

　

以
上
の
様
な
観
点
か
ら
、

引
き
続
き
状
況
を
見
守
る
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
い
ず
れ
に
い
た
し
ま

し
て
も
、
水
道
水
の
安
全
・

安
定
給
水
に
貢
献
す
る
水
道

産
業
界
と
し
て
は
、
今
回
の

問
題
を
教
訓
と
し
て
、
衛
生

的
な
観
点
に
一
層
の
注
意
、

関
心
を
払
い
な
が
ら
、
関
係

資
機
材
の
安
定
的
な
供
給
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」

第
２
２
７
回
総
務
部
会
を
開

催

　

標
記
部
会
が
五
月
十
九
日

に
東
京
都
豊
島
区
の
全
管
連

会
館
及
び
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
に
て
　

標
記
監
事
会
が
五
月
二
十

日
に
東
京
都
豊
島
区
の
全
管

　

標
記
部
会
が
五
月
十
六
日

に
東
京
都
豊
島
区
の
全
管
連

会
館
に
て
行
わ
れ
た
。

　

当
日
は
、（
１
）
表
彰
候

補
者
（
２
）
定
款
等
の
一
部

改
正
等
（
臨
時
総
会
提
出
議

案
）（
３
）
第
三
百
五
十
回

理
事
会
［
第
六
十
二
回
通
常

総
会
に
提
出
す
る
議
案
に
関

す
る
件
］
①
令
和
三
年
度
事

業
報
告
書
及
び
決
算
関
係
書

類
承
認
②
令
和
四
年
度
事
業

計
画
、
収
支
予
算
並
び
に
経

費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
決

事
業
報
告
案
・
決
算
案
を
承
認

塗
料
メ
ー
カ
ー
の
不
適
切
行
為
に
よ
る

業
界
へ
の
動
向
注
視
を
報
告

水
団
連　

第
１
７
１
回
理
事
会

年
度
事
業
報
告
（
案
）（
２
）

令
和
三
年
度
収
支
決
算
報
告
（
案
）（
３
）
そ
の
他
に
つ
い

て
協
議
を
行
っ
た
。
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六
月
一
日
（
水
）
か
ら
七

日
（
火
）
ま
で
の
一
週
間
に

亘
っ
て
、
第
六
十
四
回
水
道

週
間
が
開
催
さ
れ
「
大
切
な

　

水
と
一
緒
に　

暮
ら
す

日
々
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
水
道
に
つ
い
て
更
に
国

民
の
理
解
を
深
め
、
水
道
事

業
の
今
後
の
発
展
に
資
す
る

た
め
、
関
係
者
が
連
携
し
て

広
報
活
動
等
の
運
動
を
重
点

的
に
実
施
す
る
。

　

水
道
週
間
は
、
厚
生
労
働

省
及
び
水
道
週
間
の
趣
旨
に

賛
同
す
る
都
道
府
県
が
主
催

し
、
協
力
団
体
と
し
て
全
管

連
は
じ
め
（
公
社
）
日
本
水

道
協
会
、（
公
財
）
給
水
工

事
技
術
振
興
財
団
等
の
十
団

体
が
参
画
し
て
い
る
。

　

全
管
連
で
は
、
平
成
八
年

か
ら
水
道
週
間
に
会
員
組
合

並
び
に
加
盟
の
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
て
き
て
お
り
、
今
年

度
も
、
本
会
賛
助
会
員
の
Ｔ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
並
び
に
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ

の
協
賛
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ

「
地
域
密
着　

任
せ
て
安
心

　

安
心
・
安
全
な
水
道
を

守
っ
て
い
ま
す
！
」を
一
九
・

八
万
枚
作
成
し
、
組
合
に
配

布
し
て
い
る
。

　

チ
ラ
シ
は
、
近
年
社
会
問

題
化
し
て
い
る
悪
質
業
者
に

よ
る
水
回
り
の
ト
ラ
ブ
ル
に

対
し
て
、
地
元
組
合
加
盟
の

指
定
水
道
工
事
店
が
新
築
、

リ
フ
ォ
ー
ム
の
際
の
水
道
工

事
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
に
も
常
時
対
応
で

き
る
体
制
を
整
え
、
水
ま
わ

り
関
連
工
事
の
専
門
家
で
あ

る
信
頼
感
・
安
心
感
を
与
え

る
内
容
で
、
会
員
専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
随
時
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
及
び
組
合
や
企
業
名

等
を
ネ
ッ
ト
で
書
き
込
ん
で

印
刷
が
で
き
る
（
無
料
）。

　

ま
た
令
和
元
年
度
よ
り
、

Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
（
左
図
・
Ａ

１
サ
イ
ズ
）
を
作
成
し
、
都

道
府
県
支
部
経
由
で
会
員
宛

に
送
付
し
た
。

　

組
合
や
指
定
水
道
工
事
店

の
Ｐ
Ｒ
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
水
道
週
間
等

を
通
じ
て
、
本
チ
ラ
シ
・
ポ

第
64
回
水
道
週
間　

６
月
１
日
〜
７
日

地
元
組
合
加
盟
の
指
定
水
道
工
事
店

Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー

ス
タ
ー
を
利
用
し
た
各
地
で

の
活
動
報
告
や
市
民
向
け
の

Ｐ
Ｒ
活
動
の
事
例
を
本
会
ま

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
機
関

誌
「
全
管
連
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

第
64
回
水
道
週
間
Ｐ
Ｒ
ポ
ス

タ
ー
を
作
成
　
　
　
日
水
協

　

 

　
（
公
社
）
日
本
水
道
協
会

は
、
第
六
十
四
回
水
道
週
間

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
水
道
に
つ
い
て
更
に
国

民
の
理
解
と
関
心
を
高
め
、

公
衆
衛
生
の
向
上
と
生
活
環

境
の
改
善
を
図
る
と
と
も

に
、
水
道
事
業
の
さ
ら
な
る

発
展
に
資
す
る
事
を
目
的
と

し
、
水
道
週
間
ポ
ス
タ
ー
を

作
成
し
た
。

　

同
ポ
ス
タ
ー
は
、
関
係
機

関
を
は
じ
め
広
く
各
方
面
に

配
布
を
行
い
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

　

ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
は
日
水

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
活
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.jw
w
a.

or.jp/info/info_01_64.

htm
l

（
右
）
Ｐ
Ｒ
用
ポ
ス
タ
ー

第
64
回
水
道
週
間
協
賛
・
厚
生
労
働
省
後
援

全管連

　

本
会
で
は
、
平
成
二
十
九

年
度
よ
り
「
水
の
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
」（
水
道
産
業
新
聞

社
主
催
）
に
後
援
団
体
と
し

て
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
も
特
別
賞
「
全
管
連
会
長

賞
」
を
通
じ
て
広
く
作
品
を

募
集
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
応
募
概
要
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。h

ttp
:/
/
w
w
w
.

に
汗
を
流
す
人
々
な
ど
、
被

写
体
は
身
近
に
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
多
く
の
会
員
の
皆

様
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

１
、
応
募
期
間　

令
和
四
年

六
月
一
日
（
水
）
〜
九
月
二

日
（
金
）
当
日
消
印
有
効
。

２
、
応
募
方
法　

作
品
は
未

発
表
の
自
作
品
で
か
つ
応
募

者
ご
自
身
に
限
り
ま
す
。
作

品
は
キ
ャ
ビ
ネ
判
以
上
ワ
イ

ド
四
ッ
切
ま
で
の
カ
ラ
ー
又

は
白
黒
写
真
。
必
ず
印
画
紙

（
銀
塩
タ
イ
プ
）
プ
リ
ン
ト

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
デ
ジ

タ
ル
作
品
の
場
合
、
デ
ー
タ

加
工
は
不
可
。
な
お
、
応
募

作
品
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

３
、
作
品
の
送
り
先

　

水
道
産
業
新
聞
社
「
水
の

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
係

〒
一
〇
五
―
〇
〇
〇
三　

東

京
都
港
区
西
新
橋
三
―
五
―

二
、
電
話
〇
三
―
六
四
三
五

―
七
六
四
四
。

suid
ou.

co.jp

　

コ
ン
テ

ス
ト
で

は
、
水
の

あ
る
風

景
、安
心
・

安
全
・
お

い
し
い
水

を
作
り
続

け
る
浄
水

場
、
水
道

施
設
工
事

―
水
を
想
起
さ
せ
る
工
事
写
真
も
歓
迎
―

　

な
お
、
本
会
で
は
、
同
協

会
作
成
の
ポ
ス
タ
ー
を
各
都

道
府
県
支
部
に
配
布
し
ま
し

た
。 

水
道
週
間
に
係
る
広
報
資
料

の
ご
案
内
　
日
本
水
道
協
会

　
（
公
社
）
日
本
水
道
協
会

ー
ズ
第
56
集
―
水
の
お
は
な

し
―
」
Ｂ
五
判
変
形
・
八
頁
、

千
六
百
五
十
円
。（
税
込
・

写
真
左
）

◎
お
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
（
公
社
）
日
本
水
道
協
会

調
査
部
調
査
課
広
報
係　

電

話
〇
三
―
三
二
六
四
―
二
三

五
九
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
―
三
二

六
四
―
二
二
〇
五
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http

：

//w
w
w
.jw
w
a.or.jp

/

s
y
u
p
p
a
n
/
k
o
u
h
o
u
.

htm
l

）
よ
り
申
込
み
フ
ォ

ー
ム
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル

（suidou@
jw
w
a.or.jp

）

の
ご
送
付
に
て
お
申
込
み
下

さ
い
。

で
は
、
毎
年
、
水
道

週
間
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
の
広
報
活
動

に
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
、
ポ
ス
タ
ー
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の

広
報
資
料
を
作
成
し

販
売
し
て
い
ま
す
。

（
各
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
価
格
は
五
十
冊
単

位
。
税
込
）

①
「
み
ん
な
の
水
道

２
０
２
２
」Ｂ
五
判
・

八
頁
、二
千
二
百
円
。

（
税
込
・
写
真
右
）

②
「
水
道
の
話
シ
リ

ここに名入れできます。

４
、
発
表　

十
月
上
旬
に
入

賞
者
に
通
知
す
る
と
と
も

に
、
水
道
産
業
新
聞
紙
上
な

ど
で
発
表
し
ま
す
。
ま
た
、

十
月
中
旬
頃
の
水
道
全
国
会

議
会
場
（
名
古
屋
市
）
で
上

位
入
選
作
品
を
展
示
予
定
。

５
、
賞
・
副
賞
（
前
回
実
績
）

①
グ
ラ
ン
プ
リ
（
厚
生
労
働

大
臣
賞
）
一
名
（
副
賞
・
賞

金
五
万
円
他
）

②
特
別
賞
（
本
会
会
長
賞
含

む
）
十
名
（
副
賞
・
賞
金
三

万
円
と
富
士
フ
イ
ル
ム
〝
ウ

ォ
ー
ル
デ
コ
〞）
他
。

「
下
水
道
展
’22
東
京
」
の
開

催
に
つ
い
て

　
（
公
社
）
日
本
下
水
道
協

会
は
、
標
記
下
水
道
展
を
本

年
八
月
二
日
か
ら
五
日
迄
の

四
日
間
に
亘
り
開
催
す
る
。

　

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東

京
都
江
東
区
）
で
行
う
従
来

の
展
示
形
式
（
リ
ア
ル
展
示

会
）
と
併
せ
、
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
の
展
示
会
を
組
み
合
わ

せ
た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
」

で
開
催
す
る
。

　

期
間
中
は
、
特
別
講
演
会

や
出
展
者
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、
テ
ク
ニ
カ
ル
ツ

ア
ー
、
出
展
者
表
彰
等
の
集

客
性
の
高
い
企
画
を
多
数
開

催
す
る
ほ
か
、
一
般
来
場
者

に
対
し
て
下
水
道
事
業
へ
の

理
解
促
進
を
図
る
た
め
、
地

方
公
共
団
体
の
皆
様
と
連
携

し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
を

展
開
し
、
展
示
や
イ
ベ
ン
ト

も
併
せ
て
実
施
す
る
。

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.

g
e
s
u
id
o
u
te
n
.jp
/

gaiyou/index/

１
、
会
場　

東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
東
展
示
棟
一
・
二
・
三

及
び
会
議
棟
（
東
京
都
江
東

区
有
明
三
―
一
〇
―
一
） 

２
、
会
期　

令
和
四
年
八
月

二
日（
火
）〜
八
月
五
日（
金
）

午
前
十
時
〜
午
後
五
時
（
初

日
午
前
十
時
三
十
分
開
館
、

最
終
日
午
後
四
時
閉
館
）

３
、
入
場　

無
料
（
感
染
症

防
止
対
策
上
、事
前
登
録
制
）

４
、
後
援
（
予
定
）　

国
土

交
通
省
、
環
境
省
、
経
済
産

業
省
他
。

５
、
協
賛　

全
管
連
を
含
む

関
係
約
六
十
団
体
（
予
定
）。

タ
イ
ル
名
称
統
一
１
０
０
周

年
記
念
巡
回
企
画
展
開
催
中

「
日
本
の
タ
イ
ル
１
０
０
年

―
美
と
用
の
あ
ゆ
み
」

　

本
会
賛
助
会
員
の
（
株
）

Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
が
運
営
す
る
土

と
や
き
も
の
の
魅
力
を
伝
え

る
文
化
施
設
「
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
ラ

イ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」（
所

在
地
・
愛
知
県
常
滑
市
）
で

は
、
八
月
三
十
日
ま
で
、
タ

イ
ル
名
称
統
一
百
周
年
を
記

念
す
る
標
記
企
画
展
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

https://livingculture.

lixil.com
/topics/ilm

/

clayw
orks/exhibition/

japanesetile/

　

一
九
二
二
年
四
月
十
二
日

に
開
催
さ
れ
た
全
国
タ
イ
ル

業
者
大
会
に
お
い
て
陶
磁
器

製
の
建
築
材
の
呼
称
が
「
タ

イ
ル
」
に
統
一
さ
れ
た
こ
と

に
ち
な
み
、
全
国
タ
イ
ル
工

業
組
合
は
四
月
十
二
日
を

「
タ
イ
ル
の
日
」
と
し
て
記

念
日
登
録
を
行
い
ま
し
た
。

「
水
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

特
別
賞
（
全
管
連
会
長
賞
）
で
後
援

―
信
頼
の
所
属
組
合
員
企
業
を
Ｐ
Ｒ
し

　

各
地
で
の
悪
質
業
者
対
策
を
―

前回の全管連会長賞作品


